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豊明市の概要 

 豊明市は愛知県の中央よりやや西部に位置し、東は境川を隔てて刈谷市、西は名古屋市、南は

大府市、北は東郷町に接している。市域は、東西６．５ｋｍ、南北７ｋｍで面積は２３．２２ 

ｋ㎡であり、市域の大部分は，名古屋市の都心から１０～１５ｋｍの圏内に含まれており交通は

便利である。 

 地形は、北部二村山の海抜７２ｍを最高に南部に向かって穏やかに傾斜し、平均標高は１５ｍ

で、その丘陵地から平坦地にかけて市街地が形成されている。 

 本市の呼称である「豊明（とよあけ）」は、明治２２年１０月１日の町村制施行令によって沓掛

新田、大沢村（前記２か村愛知郡）、栄村、東阿野村（前記２か村は従来知多郡、同年９月愛知

郡に編入）が１村体制をとった時の新名称である。 

 やがて、明治３９年５月愛知郡沓掛村と合併し、現在の市域である愛知郡豊明村となってから

は、社会経済の進展とともに徐々に人口が増加して、昭和３２年１月１日に町制を施行した。 

 その後、昭和４７年８月１日に市制を施行し、人口も約６万７千人と増加し、名古屋大都市圏

の近郊住宅都市として都市化も進み、「未来へつなぐ、みんなでつくる しあわせのまち とよ

あけ」を目指して躍進している。 

 

市 制 施 行 昭和４７年８月１日 

 

面     積 ２３．２２ｋ㎡ 

 

人     口 ６７，７５９人（令和８年７月１日現在） 

  男 ３４，４４３人 

  女 ３３，３１６人 

世  帯  数 ３１，８４８世帯 
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豊明市民憲章

豊明市の概要

　１　文化振興の基本方針

１０　放課後児童健全育成事業

１１  放課後子ども教室運営事業



　

　

　③幅広く新しい情報発信ができるシステムの構築

　④読み聞かせボランティアの育成

【図書館の重点目標】

　①読書・学習・情報のセンター的機能の充実

　②年齢や状況に応じたサービスの提供

　①指定管理者による市民サービスの向上

　②文化事業への参加推進

　③会館設備等の改修・利用環境の整備

　　献立作成 　⑤安全で快適なスポーツ施設環境の維持管理運営

　②学校給食を教材とした食育の推進

　③学校・家庭・地域との連携（食育の推進） 【文化振興の重点目標】

　②総合型地域スポーツクラブへの移行

【学校給食の重点目標】 　③豊明市スポーツ推進計画に基づく進行管理・検証

　①安全・安心でおいしく栄養のバランスを考慮した 　④関係団体等によるスポーツ活動の推進

　④キャリア教育の充実

　⑤教育環境の整備・充実 【社会体育の重点目標】

　⑥放課後の児童の安全・安心な居場所づくり 　①スポーツに親しむ機会の普及

　①豊かな人間関係づくり 　①個人の成長と自己実現

　②確かな学力の育成 　②社会参画の促進

　③児童生徒の心身の調和的発達 　③変化する社会への適応力向上

　＜学校教育の理念＞ 　＜生涯学習の理念＞

『命を尊び 人を愛し 心豊かな たくましい 人材の育成』 『学びあう心　“人づくり”　“地域づくり”』

【学校教育の重点目標】 【生涯学習の重点目標】

　　　⑦ライフスタイルに応じたスポーツの機会を提供する

　　　⑧文化事業への市民参加を推進する

　　　⑨読書・学習・情報のセンター的機能を充実させる

学　校　教　育 生　涯　学　習
（学校教育課・学校支援室・学校給食センター） （生涯学習課・図書館）

　　　①多様な個性を尊重する豊かな人間関係づくりを推進する

　　　②生きるための学力を育成する

　　　③児童生徒の心身における調和的発達を育成する

　　　④学校給食を中心とした食育を推進する

　　　⑤家庭・地域における教育力の向上を支援する

　　　⑥文化財に対する意識を高揚させる

令和８年度豊明市教育委員会基本方針

　豊明市市民憲章（昭和５２年１０月１５日制定）
　　『緑のまち　豊かなまち　明るいまち　平和なまち　伸びゆくまち』

 第６次豊明市総合計画（令和８年度から令和１３年度までの６年間）
　　　まちの未来像　　『未来へつなぐ　みんなでつくる　しあわせのまち　とよあけ』

　教育大綱（平成２８年４月１日制定）

　　基本理念　『生きる力を育み、学びあう心をみんなでつなごう』

　　　基本方針
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・小学校（８校）

・中学校（３校）

・北部教育支援センター

・南部教育支援センター

・文化会館

・福祉体育館

教
 
育
 
部

教

育

長

教
育
委
員
会

文化・スポーツ係

図　書　館 図　書　係

生 涯 学 習 課
・陶芸の館

・勅使会館

新給食センター準備係

・勤労会館

中央調理場

学 校 支 援 室

生涯学習係

・南部公民館

栄調理場学校給食センター

教育長職務代理者 　青　木　睦
　令和　元年１０月　１日就任
　令和　９年　９月３０日まで（２期目）

委　　　　　　員 八　尋　久　美　子
　令和　７年１０月　１日就任
　令和１１年　９月３０日まで（１期目）

委　　　　　　員 　井　戸　貴　子
　令和　２年　８月　１日就任
　令和１０年　７月３１日まで（２期目）

委　　　　　　員

　２　教育委員会教育長・委員 令和８年８月１日現在

役　 職　 名 氏　　　名 任　　　　　　期

教　   育 　　長 　藤　井　和　久
　令和　５年　４月　１日就任
　令和１０年　７月３１日まで（２期目）

学 校 教 育 係

　南　寿　樹
　令和　４年１０月　１日就任
　令和　８年　９月３０日まで（１期目）

庶　務　係

学 校 教 育 課

　３　教育委員会事務機構 令和８年４月１日現在
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４ 教育委員会の事務分掌 
 
学 校 教 育 課  
庶務係 
 １ 教育委員会の会議及び教育委員会の総務に関すること。 
 ２ 教育委員会規則の制定及び改廃に関すること。 
 ３ 儀式及び賞罰に関すること。 
 ４ 教育に係る調査、統計、所掌事務に係る広報及び教育行政に関する相談に関すること。 
 ５ 公印の管理に関すること。 
 ６ 教育委員会及び教育機関の職員の任免及び人事に関すること。 
 ７ 学校の設置、廃止及び変更に関すること。 
 ８ 学校の用に供する財産の管理に関すること。 
 ９ 校舎その他の学校施設及び教具その他の設備の整備及び維持管理に関すること。 
１０ 通学路に関すること。 
１１ スクールバスに関すること。 
１２ 学校の情報管理及び推進に関すること。 
１３ 予算の編成及び経理に関すること。 
１４ 愛知県教育委員会その他の教育委員会との連絡調整に関すること。 
１５ 他の課等及び係の所管に属さないこと。 
 
学校教育係 
 １ 学齢児童及び学齢生徒の就学並びに児童及び生徒の入学、転学及び退学に関すること。 
 ２ 通学区域に関すること。 
 ３ 教科書その他の教材の取扱いに関すること。 
 ４ 要保護・準要保護者の児童及び生徒に係る援助に関すること。 
 ５ 学校の教職員、児童及び生徒の保健及び安全に関すること。 
 ６ 学校医、学校歯科医、学校薬剤師及び学校産業医に関すること。 
 ７ 学校の環境衛生に関すること。 
 ８ 大学等への入学に係る奨学金に関すること。 
 ９ 学校の県費教職員以外の教職員の任免及び人事に関すること。 

１０ 放課後の子どもの居場所づくりに関すること。 

１１ 豊明勤労会館に関すること。 

１２ 学校体育施設のスポーツ開放に関すること。 

１３ その他学校教育及び放課後児童健全育成に関すること。 
 
学校給食センター 
中央調理場 

１ 学校給食施設の設置、廃止及び変更に関すること。 
２ 中央調理場施設の用に供する財産の管理に関すること。 
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３ 中央調理場施設及び設備の整備及び維持管理に関すること。 
４ 中央調理場での学校給食の運営に関すること。 
５ 中央調理場での学校給食物資の管理に関すること。 
６ 中央調理場での学校給食の調理及び栄養に関すること。 
７ 学校給食費に関すること。 
８ 学校給食センター運営委員会に関すること。 
９ その他学校給食に関すること。 
 

栄調理場 
１ 栄調理場施設の用に供する財産の管理に関すること。 
２ 栄調理場施設及び設備の整備及び維持管理に関すること。 
３ 栄調理場での学校給食の運営に関すること。 
４ 栄調理場での学校給食物資の管理に関すること。 
５ 栄調理場での学校給食の調理及び栄養に関すること。 
 

新給食センター準備係 
 新学校給食施設の整備に関すること。 
 
学 校 支 援 室 
 １ 学校の組織編成、教育課程、学習指導、生徒指導及び職業指導に関すること。 
 ２ 県費負担教職員の任免、懲戒、その他の進退の内申に関すること。 
 ３ 県費負担教職員の服務の監督及び勤務成績の評定に関すること。 
 ４ 学校教職員の研修に関すること。 
 ５ 教育職員の免許事務に関すること。 
 ６ 教育支援センター事業に関すること。 
 ７ その他学校教育全般の指導に関すること。 
 
生 涯 学 習 課 
生涯学習係 
 １ 公民館、その他の社会教育施設（文化会館、福祉体育館、体育施設及び図書館を除く。以

下「社会教育施設」という。）の設置、廃止及び変更に関すること。 
 ２ 公民館及び社会教育施設の整備及び維持管理に関すること。 
 ３ 公民館及び社会教育施設の利用許可及び財産管理に関すること。 
 ４ 公民館及び社会教育施設の事業の企画運営に関すること。 
 ５ 社会教育委員等に関すること。 
 ６ 生涯学習の推進に関すること。 
 ７ 社会教育関係団体の育成及び指導に関すること。 
 ８ 青少年問題に関すること。 
 ９ 家庭教育の推進に関すること。 
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１０ 文化系ジュニアクラブに関すること。 
１１ 課の庶務その他生涯学習に関すること。 
 
文化・スポーツ係 
 １ 文化会館の設置、廃止及び変更に関すること。 
 ２ 文化会館の整備及び維持管理に関すること。 
 ３ 文化会館の利用許可及び財産管理に関すること。 
 ４ 文化振興に関すること。 
 ５ 文化団体の育成及び指導に関すること。 
 ６ 文化財保護委員会に関すること。 

 ７ 文化財の保護に関すること。 

 ８ 文化財の調査及び保存に関すること。 

 ９ 市史編さんに関すること。 

１０ 福祉体育館及び体育施設の設置、廃止並びに変更に関すること。 
１１ 福祉体育館及び体育施設の整備並びに維持管理に関すること。 
１２ 福祉体育館及び体育施設の利用許可並びに財産管理に関すること。 
１３ 社会体育の振興に関すること。 
１４ スポーツ推進委員に関すること。 
１５ スポーツ関係団体の育成及び指導に関すること。 
１６ スポーツ事業の企画運営に関すること。 
１７ レクリエーションスポーツに関すること。 
１８ その他文化・スポーツに関すること。 
 
図 書 館 
図書係 

１ 図書館の設置、廃止及び変更に関すること。 
２ 図書館の整備、維持管理及び財産管理に関すること。 
３ 図書館資料（図書、逐次刊行物、視聴覚資料等）の収集、整理、保管及び提供に関するこ

と。 
４ 図書館事業に係る研究会、講演会、展示会、その他読書の奨励に関すること。 
５ 図書館協議会に関すること。 
６ 公民館図書室その他の図書館との連携に関すること。 
７ 図書館の庶務に関すること。 
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８  年  度 ７  年  度 比 較 増 減 額

1. 2,759 2,722 37

2. 180,342 180,534 ▲ 192

3. 923,576 876,653 46,923

1,106,677 1,059,909 46,768

1. 362,092 752,005 ▲ 389,913

2. 68,054 66,877 1,177

430,146 818,882 ▲ 388,736

1. 152,454 278,025 ▲ 125,571

2. 55,967 52,499 3,468

208,421 330,524 ▲ 122,103

1. 43,077 54,493 ▲ 11,416

2. 27,686 24,518 3,168

3. 149,422 128,985 20,437

4. 10,240 9,400 840

5. 4,933 4,637 296

6. 10,608 10,545 63

7. 104,846 103,730 1,116

8. 3,122 3,797 ▲ 675

9. 1,909 1,989 ▲ 80

355,843 342,094 13,749

1. 92,813 48,017 44,796

2. 98,851 82,531 16,320

3. 668,210 656,122 12,088

859,874 786,670 73,204

2,960,961 3,338,079 ▲ 377,118

図 書 館 費

小 計

教　育　費　予　算

項　　　　　　　　目

１
教
育
総
務
費

教 育 委 員 会 費

事 務 局 費

教 育 振 興 費

小 計

２
小
学
校
費

学 校 管 理 費

教 育 振 興 費

小 計

３
中
学
校
費

学 校 管 理 費

教 育 振 興 費

市 史 編 さ ん 費

文 化 広 場 費

文 化 会 館 費

青 少 年 対 策 費

合 計

小 計

陶 芸 の 館 費

(▲印減　単位:千円）

５
保
健
体
育
費

保 健 体 育 総 務 費

体 育 施 設 費

学 校 給 食 費

小 計

４
社
会
教
育
費

社 会 教 育 総 務 費

公 民 館 費

文 化 財 保 護 費
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学校教育の基本方針 

 
 「市民憲章」「第６次総合計画」「教育大綱」「学習指導要領」の趣旨を踏まえて、

学校教育の理念を次のとおり定める。 

 

 

 

 上記理念に基づき、児童生徒の個性を伸ばし、知・徳・体の調和がとれた自立し

た人間を育成すること、自分を大切にする心、他を思いやる心、自らを律する心、

自然・文化を大切にする心を育み、社会の形成者としてその発展に参画する態度を

養うことを学校教育の大きな目標とする。 
 さらに次の重点目標を実現することで、教職員、教育課程、学校経営の質的向上、

人的・物的環境の整備・充実を図る。 

 

【重点目標】 

１．豊かな人間関係づくり 

２．確かな学力の育成 

３．児童生徒の心身の調和的発達 

４．キャリア教育の充実 

５．教育環境の整備・充実 

６．放課後の児童の安全・安心な居場所づくり 

 

【主な事業】   

１－①子どもたちが豊かな人間関係を築き、いじめや不登校の未然防止を図るため、

小学校中高学年及び中学生を対象に児童生徒アンケート（ＱＵまたは 

i-check）を実施し、学級経営の改善に役立てる。 
２－①「協同の学び推進事業」を充実させ、「主体的・対話的で深い学び」の実現 

に向けた学習過程の質的改善を図り、子ども一人一人の学びを保障する。 

  ②少人数授業等による個に応じたきめ細かな授業を一層充実するために、教員

補助員を各校に配置する。 

  ③小学校になじめない低学年児童の増加に関する課題に対して、低学年補助と

して、教員補助員を配置する。 

  ④通常学級・特別支援学級の担任を補助し、児童生徒に寄り添ったきめ細かな

教育・支援を行うために、特別支援教育指導専門員を市に配置し、市内全域

の特別支援教育を推進する。また、特別支援教育支援員を各校に配置すると

ともに、特別支援教育コーディネーターをはじめとした教職員の研修を積極

的に進める。 
⑤外国人児童生徒への日本語指導、教材開発、学習支援体制の充実のため、ポ

ルトガル語等通訳の配置を行う。また、日本語初期指導が必要な児童生徒に 
対して、プレクラス・プレスクールにおいて、学校生活への早期適応を図る。

さらに、日本語指導専門員を配置し、市内全域の日本語教育を推進する。 

⑥小中学生を対象に、オールイングリッシュでの研修（希望者）を実施し、英

『命を尊び 人を愛し 心豊かな たくましい 人材の育成』 
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会話力の向上を図る。 

⑦全ての小学校において屋内スイミングスクールでの水泳指導を実施し、天候

に左右されずに必要な指導時間を確保する。また、専門スタッフの指導によ

り、質の高い教育環境を整備する。 

⑧授業以外の諸事務を補助的に行う教員業務支援員を全ての小中学校に配置す

ることで、教員の業務を軽減し、児童生徒と向き合う時間を少しでも多くつ

くり、質の高い教育を実現する。 

３－①スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー、心の教室相談員、教

育相談員、教育支援センター指導員、ホームフレンド、養護教員補助員の配

置等により教育相談活動の充実を図るとともに、専門医等の関係機関との連

携を強化する。 

  ②道徳教育の充実や体験活動の重視、体育・健康に関する指導の充実によって、

豊かな心や健やかな体を育成する。 

  ③いじめ・不登校等、学校で起こる様々な問題について、子どもの人権を最大限

考慮した対応をするため、定期的にスクールロイヤーを派遣する。 

  ④教室に居づらい生徒の居場所づくりとして、中学校内に専用の教室と専任の人

材を配置する。小学校には、専任の人材の配置を進める。 

４－①キャリア・パスポートを活用し、系統的なキャリア教育を計画的・組織的に

推進するため、家庭・地域・関係機関との連携、学校間連携を推進する。 

  ②「社会に開かれた教育課程」を重視することで、「地域に学ぶ場」を設定し、

児童生徒が自らの生き方について主体的に考えられる機会の充実を図る。 

  ③各教科・領域においてプログラミング的思考を育てる授業を設定していく。 

５－①経済的理由により就学が困難と認められる児童生徒の保護者に対して、学用

品費、給食費、クラブ活動費等を補助し、教育支援の充実を図る。 

  ②ＧＩＧＡスクール構想に伴い整備した学習者用端末や校内ＬＡＮを活用した

教育により学力の向上を図る。 

 ③教育環境を改善するため、公共施設管理課と連携して老朽化した施設及び設

備等の改修工事を行う。 
６－①保護者が就労等で下校後（放課後）などに家庭にいない小学生の児童を対象

に、遊びや生活の場を提供し、その健全な育成を目的とした放課後児童健全

育成事業を実施する。 

  ②学校の教室等を活用し、放課後に昔遊びや宿題の見守り、スポーツ・文化な 

どの体験活動を行い、保護者、地域や学生のボランティアの協力を得ながら、

放課後子ども教室を実施する。 
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【主要事業予算額】 

(歳出) 
 

名    称 内        容 金額(千円) 

学校巡回弁護士事業 

（継続事業） 

学校現場に定期的に弁護士を派遣し、学校

だけでは解決が困難な児童生徒の人権に係

る問題に対して法的な助言を行う。 

726 

いじめ・不登校対策推進事業 

（継続事業） 

小学校中高学年及び中学生を対象に「Ｑ-

Ｕまたは i-check アンケート」を実施し

て、いじめや不登校の防止、学級経営の改

善に役立てる。また、市費にてスクールカ

ウンセラーを配置する。 

11,961 

現職教育研修事業（協同の学び推

進事業） 

（継続事業） 

授業に協同の学びを積極的に取り入れるこ

とで、児童生徒相互の関わりの中から互い

に学び合う教育的な機能を引き出し、学び

の質を高め、学びの定着を図る。 

1,402 

小中学校英語指導助手派遣業務 

（継続事業） 

ＡＬＴを活用しての英語教育を推進するた

め、小中学校の英語指導助手として外国人

講師７名委託・直接雇用１名計８名を配置

し、英語教育を着実に進める。 

（委託） 

30,646 

（直営） 

3,347 

教員補助員配置 

（継続事業） 

基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る

ための少人数指導や習熟度別指導等の補助

として、市内全校に各１～３名程度の補助

教員を配置する。 

81,264 

低学年補助員配置 

（継続事業） 

小学校になじめない低学年児童の増加に関

する課題に対して、低学年補助員として、

教員補助員を配置する。 

32,506 

養護教員補助員配置 

（継続事業） 

養護教諭を補助し、より細かな保健指導を

実施するため、中央小学校、栄小学校及び

全中学校に各１名の養護教員補助員を配置

する。 

20,104 

特別支援教育支援員配置 

（継続事業） 

支援を必要とする児童生徒の学校生活や学

習活動をサポートするために、市内全校に

各２～８名程度の支援員を配置する。 

166,793 

定住外国人日本語教育推進 

プレクラス・プレスクール事業 

（継続事業） 

入学、転入した日本語初期指導が必要な児

童生徒に対して専用教室や二村台小学校の

日本語教室で集中的に指導を行い、学校生

活への早期適応を図る。 

28,378 
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名    称 内        容 金額(千円) 

学校水泳運動指導業務委託事業 

（継続事業） 

全ての小学校において屋内スイミングスク

ールでの水泳指導を実施し、天候に左右さ

れずに必要な指導時間を確保する。また、

専門スタッフの指導により、質の高い教育

環境を整備する。 

26,180 

教員業務支援員配置事業 

（継続事業） 

教員の業務を軽減し、児童生徒と向き合う

時間を少しでも多くつくることで質の高い

教育を実現するために、授業以外の諸事務

を補助的に行う教員業務支援員を全学校に

配置する。 

16,583 

教育支援センター運営事業 

（継続事業） 

不登校の児童生徒の居場所をつくるため、

北部教育支援センター、南部教育支援セン

ターを運営し、教育相談支援体制をつく

る。また、別室対応として、小学校に指導

員を派遣する。 

26,908   

スクールソーシャルワーカー事業 

（継続事業） 

児童生徒のいじめ、不登校、非行という問

題行動や児童虐待などの背景や原因を見極

め、関係機関と連携し、学校・家庭・地域

をつなぎ、問題を解決するためにスクール

ソーシャルワーカーを３名配置する。さら

に、スーパーバイザーを活用し、効果的な 

指導、助言を行う。 

15,223 

校内フリースクール事業 

（継続事業） 

学校生活で困りごとや悩みを抱えた生徒の

居場所づくりとして、中学校内に専用の教

室と専任の人材を配置する。 

8,893 

小中学校要保護・準要保護 

就学援助 

（継続事業） 

経済的理由により就学が困難と認められる

児童生徒及び特別支援学級就学児童生徒に

対して、学用品費、給食費、クラブ活動費

等の補助を行い、義務教育の円滑な実施を

図る。また、入学予定者に対して、新入学

用品費は入学前に支給する。 

（小学校） 

32,240 

（中学校） 

35,000 
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学校ＩＣＴ教育環境整備事業 

（継続事業） 

ＧＩＧＡスクール構想に伴い整備した学習

者用端末や校内ＬＡＮを活用した教育によ

り学力の向上を図るとともに、情報セキュ

リティを強化する。 

155,442 

学校ネットワーク機器更新事業 

（新規事業） 

文部科学省の定める適切な通信速度を満た

すよう学校のネットワーク機器を更新し、

ＩＣＴをより活用した授業を実践できる環

境を整える。 

9,614 

小学校特別教室等エアコン設置事

業（新規事業） 

エアコン未設置の特別教室等にエアコンを

設置し、熱中症対策を行うことで学習環境

の向上を図る。 

33,922 

中学校特別教室等エアコン設置事

業（新規事業） 

エアコン未設置の特別教室等にエアコンを

設置し、熱中症対策を行うことで学習環境

の向上を図る。 

9,000 

放課後児童健全育成事業 

（継続事業） 

各小学校区にある児童館及び小学校内の児

童クラブ室等で、南部、栄、西部、コスモ

ス、吉池、大宮、二村台、沓掛、三崎の計

９児童クラブを民間委託にて運営する。 

191,101 

放課後子ども教室運営事業 

（継続事業） 

小学校内の教室等を活用し、全ての小学校

で民間委託にて運営する。 

 

69,477 

 

※ 屋内運動場空調設置工事やトイレ改修工事など学校施設の工事及び設計業務委託を公共施設

管理課にて実施します。 
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２ 現職教育 
   学校教育においては、個性を発揮し、主体的・創造的に行動し、他と協調しながらたくましく

生きようとする｢生きる力｣の育成が強く求められている。この基本方針を具現化し、計画・実践

していくのが学校という組織であり、教師である。これまでの実践を検証し、一層の工夫改善を

加えることができる資質の向上を目指した研修としたい。 
 
（１）各種研修会 
  ア  初任者研修会 

・授業研究（道徳科、総合的な学習の時間） 
・教職員としてのマナー研修 
・教育支援センターの見学 

   
  イ その他の研修会 

・「協同の学び」研修会 
・日本語指導研修会 
・特別支援教育研修会 

    ・通級指導担当教師研修会 
    ・幼保小連携研修会 
    ・医療的ケア児研修 
    ・外国語活動研修会 
 
（２）教育研究の推進 
   ・教育論文執筆、応募の推進 
 
（３）各校の現職教育計画 

各校が研究指定校の委嘱及び協同の学び推進事業と連動させ、それぞれの教育課題に即

した研究テーマを設定し、研修計画に基づいて全職員で研修を進め、年度末に成果をまと

める。 
 
（４）その他の研修 
   ・教員補助員研修 
   ・特別支援教育支援員研修 
   ・市学校図書館司書研修 
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３ 特色ある学校づくり事業 
各校独自の創意工夫を生かした教育活動を展開することにより、より個性のある心豊かな児童

生徒の育成を図る。 
 

 
学 校 名 

 
内        容 

豊明小学校 

 

（１）学習規律・生活規律を大切にするとともに、安心して学習できる環境 

づくりを推進し、学力の伸長を図る 

（２）人や物を大切にする授業や行事を通して、心豊かな児童を育成する 

（３）専門家や地域の教育力を活用し、効果的な教育活動を推進する 

 

栄小学校 

（１）「楽しく・わかる」授業を創出し、主体性・自律性・協同性の調和のと

れた、自立した学び手を育てる 
（２）「国語演習・算数演習」の時間を導入し、基礎基本の定着と向上を図る 

（３）児童主体の活動を推進し、よりよい学校にするために自ら考え、計画

し、実践する力を培う 

中央小学校 

 

（１）全教育活動を通した、心豊かで思いやりのある児童を育成する 

（２）児童一人一人を大切にし、全ての児童が学ぶ楽しさを実感できる学校

づくりを推進する 

（３）家庭や地域との連携を密にするとともに、開かれた学校づくり、信頼

される学校づくりを推進する 

 

沓掛小学校 

 

（１）自尊感情を高め、温かい人間関係をはぐくむ人権教育を推進する 

（２）基礎学力の定着とその活用力の伸長を図るため、朝学習や協同的な学

習等を実施する 

（３）地域の人とのつながりや地域の自然を活かし、持続可能な社会づくり

に関する問題解決学習を展開する 

 

大宮小学校 

 

（１）学区にあるさまざまな地域施設の見学や地域の人から学ぶ活動を通し

て、地域のよさを知るとともに、相互理解を深める活動の充実に努め

る 

（２）大宮まつりを発表の場とする教科・総合的な学習の時間を充実させ、

表現力・発表力の育成に努める 

（３）安心できる学校づくりのために学級経営に関する専門家を招聘し、現

職教育を行う 

（４）コミュニティ・スクールとして、地域と連携・協働し、児童の健やか

な成長を育む 
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学 校 名 

 
内        容 

三崎小学校 

 

（１）考えを聴き合い、学び合う力を高める活動 

（２）地域の特色を大切にする気持ちを育てる教育活動 

（３）児童の意見を積極的に取り入れ、主体的に企画・運営する児童会活動 

（４）地域と学校が連携・協働し、児童の健やかな成長を育むコミュニティ・

スクールと地域学校協働活動の取組 

 

舘小学校 

 

（１）ハッピー活動（ペア学級での活動）を通して、異学年による交流を深

め、望ましい人間活動を築こうとする態度を育てる。 

（２）花や野菜の栽培活動を通して、自然を大切にし、命を尊重する心情を

育てる。 

（３）ＩＣＴ機器を活用した授業の工夫を通して、児童の基礎学力や学びに

向かう力を高める。 

 

二村台小学校 

 

（１）人とのふれあいを中心とした異学年グループによる児童主体の活動 

（きらきら活動） 

（２）協同の学びの考えを取り入れた授業実践 

（３）フィリピン現地校との国際交流 

（４）外国籍児童への日本語指導の充実 

 

豊明中学校 

 

心に響く教育活動の創造 

（１）豊かな感性を育てる合唱活動 

（２）集団への所属感を高め、“自分たちで創り上げる”体育祭 

（３）ＩＣＴ機器を活用した学習環境の整備 

 

栄中学校 

 

（１）主体的な学びや協働的な学びの促進 

（２）生徒主体の活力ある生徒会活動 

（３）自尊感情を高める人権教育 

 

沓掛中学校 

 

（１）生徒が主体的に企画・運営する学校づくりの推進 

（２）子ども中心の学びの実現に向けた学習環境づくり、授業改善の推進 

（３）生徒の心の居場所ができるような環境整備づくりの推進 
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４  特別支援教育 
豊明市の特別支援教育は、昭和４３年に豊明小、沓掛小に特殊学級が設置されたことに始まり、

現在では市立小中学校すべての学校に特別支援学級、通級指導教室を設置している。豊明市教育

支援委員会（※）では、それぞれの児童生徒に合った教育を実施するため、文部科学省及び愛知

県教育委員会の指導と関係機関、地域社会との連携のもとに、特別支援教育の充実進展を図って

いる。また、特別支援教育支援員を各校に（計５４名）配置、令和４年度より市内小中学校の特

別支援教育コーディネーターとして特別支援教育専門員を配置し、一人一人のニーズに合った支

援ができるようにしている。 
（※）豊明市教育支援委員会：本市に在住する幼児及び児童生徒で教育上特別な支援を要する者の判別並びにそ

の教育措置について指導助言をしている。 

【特別支援学級】                       （令和８年５月１日現在） 
学校名 設置年月日 学級数 教員数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

豊明小学校 S43.4.1 ２ ２ ０ １ １ ０ １ ３  ６ 

栄 小学校 S48.4.1 ５ ５ ３ ３ ３ ６ ３ １ １９ 

中央小学校 H15.4.1 ５ ５ ２ ５ ３ ４ ２ ２ １８ 

沓掛小学校 S43.4.1 ４ ４ １ ４ ２ ３ ２ ４ １６ 

大宮小学校 H18.4.1 ５ ５ １ ６ ２ ３ ４ ４ ２０ 

三崎小学校 H11.4.1 ４ ４ ４ ２ ６ ２ ６ ２ ２２ 

舘 小学校 H20.4.1 ２ ２ １ ０ １ ０ ３ １ ６ 

二村台小学校  R3.4.1 ６ ６ ３ ４ ４ ４ ６ ３ ２４ 

豊明中学校 S44.4.1 ７ ７ １２ ８ １０ 

 

３０ 

栄 中学校 S51.4.1 ３ ３ ０ ４ ３ ７ 

沓掛中学校 S57.4.1 ４ ４ ５ ８ １ １４ 

【通級指導教室】                      （令和８年５月１日現在） 
学校名 設置年月日 学級数 教員数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

豊明小学校  R3.4.1 １ ２ ０ ０ ３ ４ ３ ５ １５ 

栄 小学校 H21.4.1 １ １ ０ １ ２ ４ ３ ３ １３ 

中央小学校 H24.4.1 １ ２ ０ ３ ０ ２ ６ ０ １１ 

沓掛小学校 H22.4.1 ２ ２ ０ ５ ４ １ ２ ５ １７ 

大宮小学校  R3.4.1 １ ２ ０ ０ ４ ２ ３ ３ １２ 

三崎小学校  R2.4.1 １ ２ ０ ２ ０ ５ ２ ６ １５ 

舘 小学校  R3.4.1 １ １ ０ ０ ４ １ ３ ２ １０ 

二村台小学校  R3.4.1 １ ２ ０ ２ ３ ４ ０ ３ １２ 

豊明中学校 R4.4.1 １ １ ６ ２ １ 

 

９ 

栄中学校 R5.4.1 １ １ ８ ４ ５ １７ 

沓掛中学校 R5.4.1 １ １ ０ ６ ９ ６ 
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５ 不登校対策事業 
不登校の児童生徒に対応するため、スクールソーシャルワーカー・スクールカウンセラー・教

育相談員・教育支援センター指導員・ホームフレンド等の配置により教育相談体制を充実すると

ともに、いじめや不登校の未然防止を図るため、小学校３年生以上の児童生徒を対象にＱ－Ｕア

ンケート（i-check）を実施し、学級経営の改善に役立てている。 
市内２か所ある教育支援センターでは、何らかの理由で登校できない学校生活上の困難を有す

る児童生徒に、学校教育との連携のもと、相談・助言及び支援を行う。（７年度入級者 １７名） 
各中学校にある校内フリースクールでは、教室に入れない、または入りにくいと感じている生

徒が過ごせるような居場所づくりを行う。（７年度登録者 ４２名） 
また、小学校にも別室対応の指導員を派遣し、教室に入れない、または入りにくいと感じてい

る児童が過ごせるような居場所づくりを行う。 
【教育相談（７年度集計）電話相談…２件、訪問相談…３６２件、来室相談…３４件】 

 
６ 英語教育 

英語の授業の際、英語の教員の補助として、７名のＡＬＴ（外国語指導助手）を業者委託、１

名の英語指導員を直接雇用し、各小中学校に配置している。ＡＬＴによる英語指導を行うことに

より、児童生徒に生きた英語や外国文化・生活に触れる機会を提供し、英語によるコミュニケー

ション能力の向上や国際理解教育に役立てる。 
また、小中学生を対象に市内の施設を利用したイングリッシュ・フェスタを実施し、英語に親

しみ、英語力の向上を図る機会とする。 
 
７  日本語教育 

外国にルーツをもつ児童生徒への日本語指導を充実するため、日本語初期指導が必要な児童生

徒に対して、プレクラス・プレスクール事業を推進し、学校生活への早期適応を図っている。 
また、令和３年度より市内小中学校の日本語教育コーディネーターとして日本語教育専門員を

配置し、外国籍児童生徒の学校生活への適応を目指して、日本語教育のさらなる充実を図ってい

る。 
 
８  情報教育 

確かな学力をより効果的に育成するため、各学校が情報教育を総合的な学習の時間などの教育

課程に位置付け、ＩＣＴ（情報通信技術）の有用性と利用上の留意点を併せて学習している。さ

らに、国のＧＩＧＡスクール構想により、小中学校の児童生徒に１人１台整備した。学習者用端

末の積極的な活用を通じて、児童生徒の主体的な学びや、情報活用能力の向上を図っている。 
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９  就学援助・特別支援教育奨励費制度 

 １．要保護及び準要保護就学援助制度 

   この制度は、経済的理由によって就学困難な児童生徒について、学用品費等を給与するこ

とにより、小学校及び中学校における義務教育の円滑な実施を図っている。 

 （１）要保護及び準要保護児童生徒の認定 

   ①要保護児童生徒 ・・・保護者が生活保護法第６条第２項に規定する要保護者である児

童生徒 

   ②準要保護児童生徒・・・保護者が生活保護法による要保護者に準ずる程度に困窮してい 

ると認められる児童生徒 

（２）補助対象費目 

   ①要保護児童生徒 ・・・修学旅行費･医療費 

   ②準要保護児童生徒・・・学用品費等（クラブ活動費、生徒会費、ＰＴＡ会費含む）・校外 

活動費・修学旅行費・新入学用品費・医療費･学校給食費・新入 

学用品費(入学前支給)・卒業アルバム代 

（３）令和７年度の年間一人当たりの援助費 

 

補助対象費目 

小学校 中学校 

１年 ２～３年 ４～６年 １年 ２～３年 

学用品費 ２１，３３０円 ２３，６００円 ２６，３６０円 ６５，０００円 ６７，２７０円 

修学旅行費 実    費 実    費 

新入学用品費 ５７，０６０円 ６３，０００円 

学校給食費 実    費 実    費 

医療費 特定の疾病の自己負担金 特定の疾病の自己負担金 

（４）要保護及び準要保護就学援助実績 

 

年度 

補 助 人 員  

補 助 額 
要保護者 準要保護者 

令和７年度 ２９人 ５１２人 ５３，９６１，１７６円 

 

２．特別支援教育奨励費  

   この制度は、特別支援学級へ就学する児童生徒の保護者等の経済的負担を軽減し、特別支援

学級教育普及奨励を図ることを目的として、保護者の負担能力の程度に応じて補助を行って

いる。 
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 （１）補助対象費目 

学用品費等・校外活動費・修学旅行費・新入学用品費・学校給食費 

 （２）補助額 

    保護者の負担能力に応じて、準要保護の２分の１の額 

 （３）特別支援教育奨励費実績 

年   度 補 助 人 員 補 助 額 

令和７年度 ９１人 ３，２０２，０４４円 

  

１０  放課後児童健全育成事業 

保護者が就労等で下校後（放課後）などに家庭にいない小学生の児童を対象に、遊びや生活の

場を提供し、その健全な育成を目的とした放課後児童健全育成事業を実施する。 

各小学校区にある児童館及び小学校内の児童クラブ室等で、南部、栄、西部、コスモス、吉池、

大宮、二村台、沓掛、三崎の計９児童クラブを民間委託にて運営する。 

 

教 室 名 定員（人） 現員（人） 

三崎児童クラブ １２０  ９０ 

南部児童クラブ  ７０  ６１ 

沓掛児童クラブ １２０  ７７ 

西部児童クラブ  ６０  ４２ 

栄児童クラブ １４０ １３３ 

二村台児童クラブ １２０ １０３ 

コスモス児童クラブ １００  ６７ 

大宮児童クラブ  ６０  ４５ 

吉池児童クラブ  ６０  ６２ 

                （通常入会）(令和８年３月３１日現在) 

 

１１  放課後子ども教室運営事業 

学校の教室等を活用し、放課後に昔遊びや宿題の見守り、スポーツ・文化などの体験活動を行

い、放課後子ども教室を実施する。 

令和７年度から、全ての小学校で、民間委託にて運営。 
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教 室 名 開催日数（日） 登録者数（人） 

二村台小学校放課後子ども教室 １７０ １０５ 

栄小学校放課後子ども教室 １７１ １３６ 

沓掛小学校放課後子ども教室 １７０  ８６ 

豊明小学校放課後子ども教室 １７０  ７８ 

中央小学校放課後子ども教室 １７３  ７９ 

三崎小学校放課後子ども教室 １７３  ６９ 

大宮小学校放課後子ども教室 １７０  ４９ 

舘小学校放課後子ども教室 １７０  １０７ 

                            (令和８年３月３１日現在) 

 

１２  学校体育施設スポーツ開放事業 

市内小中学校の運動場、体育館、武道場を開放する。 

-21-



-22-



１３  学校別･学年別学級数及び児童生徒数

上段
下段

2 2 2 2 2 2 2 14 

43 42 55 46 49 52 6 293 

3 4 4 4 3 3 5 26 

100 111 108 112 100 104 19 654 

4 3 3 3 4 4 5 26 

110 88 94 103 106 108 18 627 

2 2 2 2 2 2 4 16 

57 51 57 53 51 57 16 342 

1 1 2 2 2 2 5 15 

32 33 37 37 50 55 18 262 

2 2 2 2 2 3 4 17 

64 49 58 59 56 80 22 388 

2 2 2 2 2 2 2 14 

45 42 49 51 47 37 6 277 

3 2 2 3 3 3 6 22 

77 66 60 79 81 76 24 463 

19 18 19 20 20 21 33 150 

528 482 518 540 540 569 129 3,306 

6 6 5 7 24 

182 203 201 30 616 

5 5 5 3 18 

169 174 178 7 528 

5 6 5 4 20 

160 186 196 14 556 

16 17 15 14 62 

511 563 575 51 1,700 

計

三崎小

沓掛小

舘　小

二村台小

 令和　８年　５月　１日 現在
　 学　級　数
　 児童生徒数

１年 ６年

計

特別支援２年 ３年 ４年 ５年

中央小

大宮小

豊明小

栄　小

豊明中

栄　中

沓掛中

計

学年

学校名
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沓 掛 中 学 校    創立 昭和５７年４月 

豊明市沓掛町下山１番地         校長  奥 平  剛 
 

【教育目標】 

校訓「自由 創造 和敬 錬磨」をもとに 

「主体的に、明るく思いやりにあふれ、粘り強く生きる生徒」の育成を目指す。 

【校   訓】    自由 創造 和敬 錬磨 

【経営方針】 

  ア 信頼と情熱を基盤に、教育目標の具現に努める。 

  イ 全ての教育活動において、生徒主体を大切にみんなで楽しむ取組を進める。 

  ウ 学習指導要領の趣旨を踏まえた教育実践をする。         

  エ 現職教育を充実し、指導力の向上に努める。 

【本年度の努力目標】 

      目指す生徒像を「誇りある沓中生（好きです沓中）」とし、 

目指す学校像を「好きと笑顔あふれる最高の中学校（好きです 

沓中）」とする。これを実現するために全職員が一丸となって教育活動に取り組む。また、

教職員の業務改善を推進して、生徒と向き合う時間の確保と教職員が健康的に教育活動に従

事できる環境づくりに努める。 

    ア 確かな学力  「主体的・対話的で深い学びの実現」                         

○  学び方を「知る」。「知ること」から「楽しい」、「楽しい」から「好きになる」という

意識が実感できる指導法や学習形態の工夫に努める。 

    イ 豊かな心 「自他を尊重し、思いやりあふれる生徒の育成」 

      ○ 「道徳科の時間」を要として道徳教育を実践し、全ての教育 

活動を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度の育成 

に努める。 

   ○ 人との関わり、体験する活動を重視し、自他を大切にする心 

の育成に努める。 

    ウ 健やかな体  「命を大切にし、心身共に強い生徒の育成」 

   ○ 心身の健康の保持増進を図り、進んで運動し、強い心と体力の向上に努める。 

    エ 教職員の多忙化解消に向けた業務改善の推進 

   ○ 諸会議、諸行事、部活動の見直しを図る。実施方法・時間、内容の改善・縮減などの業

務改善を推進し、教職員の多忙化解消を図る。 

  オ 様々なつながりを大切にする。 

   ○ 様々な活動で学年間のつながりを高め、ブロックの活動を意識して取り組む。 

   ○ 学年担任制を取り入れる中で学年生徒全員を担当する意識をもち、常に学年や校内で

情報を共有しながら様々な活動を支援する。 
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豊 明 市 教 育 支 援 セ ン タ ー 

豊明市北部教育支援センター 豊明市沓掛町勅使 1-1  勅使会館２階 開設 平成９年４月 

豊明市南部教育支援センター  豊明市栄町上姥子 3-213  豊明栄団地内 開設 平成 30 年１月 

豊明市立中学校 校内教育支援センター  各中学校内 開設 令和６年４月 

豊明市立小学校 別室対応   希望小学校内 開設 令和６年９月 

【運営方針】 

小中学校やＳＳＷと密接に連携しながら、「安心できる『居場所』づくり」を第一に、学校復帰

や教室復帰にとらわれることなく、個に応じた支援を効果的に行う。 

また、電話相談、来室相談、関係機関と連携した訪問相談を通して、児童生徒への多様で適切

な支援・介入や保護者への情報提供・助言及び支援を行う。 

【指導方針】 

・安心できる「居場所」づくりを目指す。 

・コミュニケーションを通して、言動に自信をもたせ、 

心の安定を図る。 

・基本的な生活習慣の定着を促す。 

・集団生活への適応力を高める。 

・基礎学力の定着を図る。 

・学校・ＳＳＷ・ＳＣと連携して、個に応じた支援を行う。 

・保護者からの相談に対して、助言を行う。 

【活動内容】 

 フレンドひまわり勅使・栄 校内教育支援センター・別室(各小中学校) 

１来室時間 

 

月曜日～金曜日  

午前９時００分～午後３時３０分 

・基本的には、児童・生徒が在籍

する学校の日課や年間計画に準

ずる。 

・活動内容や時間については個に

応じて柔軟に対応する。 

２日  課 

 

第１～３時限（午前）自学自習 

昼食（学校給食又は弁当）・清掃 

第４・５時限（午後）自学自習・体験学習 

３行 事 等 遠足、社会見学、野菜の栽培、調理実習 等 

４連  携 ・教育委員会、校長会、教頭会との連携 

・保護者との個人懇談 

・在籍校との連絡・情報交換・ケース会議 

・在籍校の担任や担当者、ＳＳＷ、ＳＣ、主任 

児童委員との連絡会 

・ホームフレンドの活用 

教育相談 来室相談（午前９時００分～午後４時３０分） 

北部教育支援センター 
（フレンドひまわり勅使） 

南部教育支援センター 

（フレンドひまわり栄） 

（フレンドひまわり勅使） 

（フレンドひまわり栄） 
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学 校 給 食 
１ 学校給食の基本方針 

学校給食は、児童生徒の心身の健全な発達に資するものであり、児童及び生徒の食に関する正 

しい知識と適切な判断力を養う上で重要な役割を果たすものである。また、「学校給食法」に基づ

き、学校給食及び学校給食を活用した食に関する指導の実施、学校における食育の推進を図るこ

とを目的としている。 

食育基本法の制定や学校給食法の一部改正等、学校教育における給食の役割が従来にも増して 

高まりつつある中、安全・安心で質の高い給食を安定的に提供し、新たな取り組みを視野に入れ

て安全性の高い施設設備と効率性の高い事業運営を行うことが基本となるため、次の３点を重点

目標として事業を行う。 

 
【重点目標】 
１．安全・安心でおいしく栄養のバランスを考慮した献立作成 

献立作成目標 「食べて知ろう！日本の郷土料理」 
２．学校給食を教材とした食育の推進 

  ３．学校・家庭・地域との連携（食育の推進） 
【主な事業】 
１－安全・安心でおいしく栄養のバランスを考慮した献立作成 

①献立の多様化 卒業お祝いセレクトランチの実施 
    ②安全性への配慮 地元農産物の活用・ドライ運用の推進 
  ２－学校給食を教材とした食育の推進 

①栄養教諭による栄養指導及びＴ・Ｔ授業の実施 
    ②学校給食センタースタッフによる訪問給食の実施 
    ③アレルギー対象食品使用献立一覧表の配付・アレルギー献立説明会の開催 
  ３－学校・家庭・地域との連携 

① 「愛知を食べる学校給食の日」「学校給食週間」「ドイツロールの日」の実施 
    ②給食だより（家庭配付用）の配信 
    ③地元特産物の活用、地産地消の推進 

 ④SNS やホームページ等による学校給食センターの情報発信 
 
 

      

センタースタッフによる訪問給食      愛知を食べる学校給食の日 
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２ 学校給食の事業計画 
（１）年間給食実施予定回数 
       １８５回 
（２）調理配送校及び提供予定食数 令和８年５月現在             （食/１日） 

中 央 調 理 場 栄 調 理 場 
施 設 名 給食数 施 設 名 給食数 
豊明小学校    ３２６※ 栄小学校   ６９９ 
中央小学校   ６７４ 大宮小学校   ２９６ 
沓掛小学校   ３７６ 三崎小学校   ４２９ 

  舘小学校   ３０９ 
豊明中学校   ６８０ 二村台小学校   ５１７ 
沓掛中学校   ６０６ 栄中学校   ５７４ 

フレンドひまわり勅使     ４ フレンドひまわり栄     ３ 
（中央調理場）     ３０ （栄調理場）    ３０ 

計  ２，６９５ 計  ２，８５７ 
合計 （ ５，５５２ ） 

（３）安全・安心でおいしく栄養のバランスを考慮した献立作成 
①献立作成目標「食べて知ろう！日本の郷土料理」 
日本には、地域ごとの気候や地形、その土地でとれる食材を生かした郷土料理が数多くあ

る。郷土料理は山や海の恵みを大切にし、寒さや暑さに合わせた工夫がされているなど人々

のくらしの知恵がつまっている。しかし、近年の少子高齢化や地域社会とのかかわりの希薄

化、また、食のグローバル化が進む中で、郷土料理を食べる機会や家庭で調理する機会が少

なくなっている。その結果、地域に伝わる伝統的な食文化が失われつつある。 

そこで、今年度は、日本各地の郷土料理を献立に取り入れ、実際に食べる体験を通して日

本の食文化のよさや大切さを知る指導に力を入れていく。料理の味だけでなく、使われてい

る食材や料理が生まれた背景にも目を向けることで、郷土料理を大切にし、伝統的な食文化

を次の代に伝えられる子を育んでいきたい。 

②献立の多様化 
・セレクトランチ 

   ③食材の安全性への配慮 
・ドライ運用の推進 

（４）食に関する指導 
①栄養教諭による食に関する指導及びＴ・Ｔ授業の実施 
②学校給食センタースタッフによる訪問給食の実施 

 ③アレルギーに関わる献立説明会 
（５）学校、家庭、地域との連携 
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①｢愛知を食べる学校給食の日｣及び「学校給食週間」「ドイツロールの日」の実施 
②給食だより（家庭配付用）の配信 
③地元特産物の活用、地産地消の推進  
④SNS やホームページ等による学校給食センターの情報発信 
 

３ 学校給食の栄養 
（１）学校給食摂取基準 

学校給食では、１日に必要な栄養素量の約１／３程度をとれるようにしているが、家庭の 

食事で不足しがちなカルシウム・ビタミンについては、１日の必要量の１／３以上を基準に 

している。この基準をもとに、いろいろな食品を組み合わせて献立を組み立てる。 

なお、令和３年２月１２日付け文部科学省通知で、学校給食における食事内容についての 

改訂があり「学校給食摂取基準」の新しい数値が示された。 

＜児童又は生徒１人１回当たりの学校給食摂取基準＞ 

区分 

栄養量 
低学年 中学年 高学年 中学校 

児童（６～７
歳）の場合 

児童（８～９
歳）の場合 

児童（10～11
歳）の場合 

生徒（12～14
歳）の場合 

エ ネ ル ギ ー
（kcal） 

５３０ ６５０ ７８０ ８３０ 

たんぱく質（％） 学校給食による摂取エネルギー全体の１３％～２０％ 

脂質（％） 学校給食による摂取エネルギー全体の２０％～３０％ 

ナトリウム 

（食塩相当量（g）） 
１．５未満 ２未満 ２未満 ２．５未満 

カルシウム（mg） ２９０ ３５０ ３６０ ４５０ 

マ グ ネ シ ウ ム
(mg) 

４０ ５０ ７０ １２０ 

鉄（mg） ２ ３ ３．５ ４．５ 

ビタミンＡ 
（μgRAE） 

１６０ ２００ ２４０ ３００ 

ビ タ ミ ン Ｂ １
（mg） 

０．３ ０．４ ０．５ ０．５ 

ビ タ ミ ン Ｂ ２
（mg） 

０．４ ０．４ ０．５ ０．６ 

ビタミンＣ（mg） ２０ ２５ ３０ ３５ 

食物繊維（g） ４.０以上 ４．５以上 ５.０以上 ７．０以上 

１ 摂取量の配慮をするもの 

   亜    鉛････児童（６歳～７歳）２mg、児童（８歳～９歳）２mg 

児童（１０歳～１１歳）２mg、生徒（１２歳～１４歳）３mg 

２ この摂取基準は、全国的な平均値を示したものであるから、適用に当たっては、個々
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の健康及び生活活動等の実態並びに地域の実情等に十分配慮し、弾力的に運用すること。 

《 給食の内容 》 

 

 

 

 
      
    
 
 
 

 
 
 
 
 
４ 学校給食の衛生管理 
 文部科学省の「学校給食衛生管理基準」と厚生労働省の「大量調理施設衛生管理マニュアル」

に基づき、学校給食を運営する。 
 
５ 学校給食費の内訳                 令和８年４月現在 （単位円） 

 給食費 主食代 牛乳代 副食代 

小学校 ３３５ ８５．１６ ７２．３０ １７７．５４ 

中学校 ３７５ ９５．６１ ７２．３０ ２０７．０９ 

 
６ 調理場の施設概要 

 中央調理場 栄調理場 
所在地 新田町子持松前２番地１ 栄町殿ノ山７２番地１ 
開設年月日 昭和４５年９月 昭和５３年９月 
職員等配置状況 ３１名 ３名 
調理方式 ウエット施設ドライ運用 ウエット施設ドライ運用 

   ※現在両調理場の老朽化等に伴い、２施設を統合した新しい給食センターの建設工事を行

っている。令和９年度の完成に向けて、事業の推進を図る。 

主  食 

パン・麺類 

ごはん 

◎種類と 
盛り付ける場所

ところ 

使用食器 

 ランチ皿・ごはん食器・ 

汁わん（ポリプロピレン） 

はし（アミハード）・ 

スプーン（ステンレス） 

お か ず 

煮もの・汁もの 

あえもの・揚もの 

焼きもの・サラダ 

デザート 

ゼリー・くだもの 

ヨーグルト等 

牛 乳 
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生 涯 学 習 
１ 生涯学習の基本方針 

これからの生涯学習には、個人が生涯にわたり自己の可能性を広げ、豊かな人生を送ることを

目的として、知識・技能・価値観を深める役割と心身の健康維持や生活の質の向上にも貢献し、

学ぶことそのものが生きがいや幸福感の源となることが期待される。また、学習を通じて社会参

加や地域貢献を促進し、変化する社会や労働市場に柔軟に対応できる力を育むことが求められて

いる。本市においても、市民が主体的に学びあう環境を整備・充実することで、多くの学習の機

会を生み、質の高い生涯学習が推進されるまちの実現を目指し、学び続ける学習環境をつくる取

組みを行っていく。そこで、生涯学習の理念を次のように定める。 
 

『学びあう心 “人づくり” “地域づくり”』 

 
上記の理念を基に、次の３つを重点目標として推進する。 
 

【重点目標】 

１．個人の成長と自己実現 
２．社会参画の促進 
３．変化する社会への適応力向上 
 
【主な事業】 
１－①市民の教養・生活の質の向上等を目的とし、世代を問わずさまざまな人のニーズや課題を

意識した公民館講座等を開設する。 
②とよあけ市民大学「ひまわり」と協働し、専門性の高い講座や市民講師による実践的な学

習プログラムを実施し、一人ひとりの成長や歩みに応じた多様な学習機会を提供する。 
③スポーツクラブ・文化系ジュニアクラブの充実を図り、各クラブの安定的な活動のため、

指導者の育成や確保、資機材や活動環境の整備、交流の機会の創出等の支援を行う。 
④有形文化財・無形民俗文化財や天然記念物の保存管理を進めるとともに、それらを郷土へ

の愛着を養うための郷土学習に活用することで、郷土の歴史や文化の継承を推進する。 
⑤歴史民俗資料室において、市民が郷土の歴史に誇りと愛着心を持つことができるよう、魅

力ある展示やワークショップを行う。 
２－①子どもたちの豊かな人間性や社会性を育むため、家庭の教育力を高めることができるよう

親子ふれあい事業や家庭教育事業を推進する。 
②青少年の健全育成推進のため、健全育成推進員、地区健全育成推進委員会等の組織力を活

かし、かつ、学校・家庭・地域が相互に連携することで、青少年の豊かな人間性を育むこ

とのできる環境づくりを促進する。 
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３－①少子高齢化の進展や多様な価値観をもつ人々との共生、AI 等のデジタル技術の進化等、

様々な社会変化に対応した講座の開催を目指す。 
 
 
２ 令和８年度生涯学習の事業計画 
（１）成人教育 

情報文化の多様化、国際化、高齢化など社会情勢の変化に柔軟に対応でき、生きがいの

ある豊かな人生を送るためには、生涯にわたって学び続けることが必要である。愛知教育

大学、桜花学園大学、中部大学、藤田医科大学、星城大学及び名城大学と連携し、大学市民

講座を開催する。 
（２）生涯学習出前講座 

自主的に市政やまちづくりへの参加・情報収集の機会の充実を図る。 

（３）公民館活動事業 
生涯学習社会においては、市民の生涯にわたる学習を支援する場として、また地域の交

流の場として、公民館は極めて重要な役割を担う施設であり、有効に活用していかなけれ

ばならない。 
①  講座の開設 
②  自主活動サークルの育成 

公民館サークルの支援に努める。 
③  公民館まつりの開催 
④  その他 

双峰地域学習施設（二村会館）の連絡会を開催する。 

（４）生涯学習情報の提供 
ホームページや LINE による生涯学習情報の充実を図る。 

（５）文化財の保護 
社会・経済の発展により、市民の生活様式・風俗習慣も大きく変化し、有形・無形の歴 

史的、民俗的文化財が急速に失われつつある。 
このため、その収集、保存、管理や市民に対する啓発活動を行って、郷土の文化財を 

保護し、また市民が郷土の歴史に愛着を持つことができるように努める。 
①  史跡等の保存・管理 
②  文化財保護活動の奨励 
③  啓発活動 
④  歴史民俗資料室の運営 
⑤  天然記念物豊明のナガバノイシモチソウの保護・育成並びに一般公開 

    ⑥ 天然記念物大狭間湿地の保全と一般公開 
（６）市史編さん事業 
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市民の郷土への理解を深め、次世代へ歴史を伝えることを目的に講座等を行う。また、  
市史編さん室に所蔵する資料の検索システム構築のため、資料の整理を行う。 

（７）青少年教育（家庭教育推進） 
青少年を健やかに育てるには、市民が自らの責任において正しい理解と認識をもって行 

動し、地域社会での人間的なふれあいを深めながら心の豊かさを育む環境を整えることが 
必要である。その実現のために、広く市民を対象に意識啓発を図っていく。 
①   二十歳の会の開催 
②  中学生の主張大会の開催 

（８）その他 
① 豊明市文化系ジュニアクラブ 

学校週５日制に伴い、土・日曜日などの休日を、子どもたちがより有意義に過ごす 
ために、文化的活動や体験の場を提供するとともに、学校・家庭・地域社会が一体と 
なって活動を支援し、子どもたちの健やかな成長を図る。 

② 豊明文化広場（勅使会館） 
社会教育施設の充実を目的に設置された豊明文化広場（勅使会館）は、隣接するはな

の木広場のデイキャンプ場と併せて市民の憩いの場として利用促進を図る。（平成２７

年度 指定管理者制度導入） 
③ 豊明市大蔵池陶芸の館 

市民の憩いとふれあいの場である陶芸の館で陶芸教室を開催し、広く市民の利用を

図る。 
④ とよあけ市民大学「ひまわり」 

     市民相互で、教え、学び合い、運営する市民主体の生涯学習を目指し、新たな講座 
開設を図る。生活困窮世帯の小中学生向け書道及び図画工作の体験教室を開催し、国語

や算数などの教科の学習だけでなく、図画工作や書道など実践科目の素養の向上を図

る。 
    
３ 令和 7 年度生涯学習事業実績 
（１）成人教育 

情報文化の発展、国際化、高齢化など社会情勢の変化に対応していくために、常に新し 
い知識や技能の修得が必要であり、生きがいのある豊かな人生を送るためにも生涯にわ  
たって学び続けることが大切である。 

  大学市民講座の開設 

大学名 講座名 開催会場 
回

数 
受講生 

愛知教育大学 前期 みんなで楽しく合唱しよう 南部公民館 １ ２８名 
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愛知教育大学 後期 

みんなが見ている世界は真実！？ 

不思議な現象を算数・数学で読み解こ

う！ 

南部公民館 １ 

２０名 

（保護

者含む） 

桜 花 学 園 大

学・名古屋短

期大学 

前期 
イギリスの食文化の紹介 

美味しいものがいっぱい！ 
南部公民館 １ １３名 

後期 
食を楽しみ、健康的に暮らそう 
～塩分控えめで美味しい食事～ 

南部公民館 １ １３名 

中部大学 

前期 
光る生きものの科学：探してみよう、

調べてみよう 
南部公民館 １ ２７名 

後期 神々の島 バリ島の祭りと芸能 南部公民館 １ １２名 

藤田医科大学 

前期 
自宅でできる！認知症予防のための運

動や対策を紹介します！ 
南部公民館 １ ２９名 

後期 
ひとりでできる！腰痛・膝痛に負けな

い生活対応 
南部公民館 １ ３６名 

名古屋経済大

学 
前期 

あなたの１票が意味するもの～１票は

無力ではない～ 
南部公民館 １ １０名 

名城大学 後期 
大谷翔平選手の活躍を通して知る 大

リーグの多様性戦略 
南部公民館 １ １１名 

（２）生涯学習出前講座 
平成１３年１月にスタートした出前講座は、市民の市政に関する理解を深め、意識啓発

を図るとともに、生涯学習を推進することを目的に行った。 
 ・メニュー数：５５ 
 ・生涯学習出前講座別開催状況：３７延べ８９３人 

（３）公民館活動事業 
① 講座の開催  前・後期講座   ９講座 

 講座名 開催場所 回数 受講生 

前

期 

ダンボール工作・ミニチュアハウスを

作ろう 
南部公民館 １回 

３５名（うち保護者

１１名） 

頭痛について学びましょう～痛みの成

り立ちから、よくみられる頭痛まで～ 
南部公民館 １回 １７名 

世界に誇る愛知の発酵食文化 南部公民館 １回 １５名 

インスタグラムに使える画像を Canva
で作ろう 

南部公民館 １回 １４名 

-43-



② 自主活動サークル 
    サークル数 １１団体 

③  公民館まつり 
３月６日（金）～８日（日）南部公民館 

 展示内容：俳句 ２団体 １３作品 
          ：似顔絵、手工芸等 １団体 ４１作品 
        ：光輝流ガラス絵 １団体 １７作品 

       ：豊明社会福祉会 メイツ １７作品 
       ：コドモデザインクラブ ２作品 
   発表内容 ：コーラス ２団体 
     ：太極拳    １団体  
     企画内容 ：ワークショップ「ジオラマを作ろう！」参加人数３２人 
          ：ワークショップ「わくわくハンドメイド」参加人数６人 

：縁日（わなげ、射的、穴あけくじ、スーパーボールくじ＆けしごむくじ） 
               参加回数（同じ人が複数回行った回数を含む） わなげ２９回、射的４４

回、穴あけくじ４０回、スーパーボールくじ＆けしごむくじ６回 
：ニュースポーツ体験（モルック） 参加人数８２人 

 
 ④ 公民館利用件数 

令和７年度 南部公民館利用状況（件数） 
 会議室 作法室 視聴覚室 大会議室 合 計 

合 計 ３８０ １１０ ２０８ １６０ ８２８ 

（４）生涯学習情報の提供 
ホームページや LINE による生涯学習情報の充実を図る。 

後

期 

からだのなかから元気に いきいき血

管講座・血管年齢測定会 
南部公民館 １回 ２５名 

～働く人のための～心と体のセルフケ

ア 
南部公民館 １回 １５名 

プロ棋士に教わる！親子で囲碁体験教

室 
南部公民館 １回 

２２名（大人１１

名、子ども１１名） 

自助、助けられる人から助ける人にチ

ェンジ！ 
南部公民館 １回 ７名 

親子で科学工作～ブルブル UFO とトコ

トコ人形を作ろう！～ 
南部公民館 １回 

２３名（大人１０名、

子ども１３名） 

通

年 
陶芸教室 陶芸の館 ７回 １０３名 
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（５）文化財の保護 
① 史跡等の保存・管理 

桶狭間古戦場、阿野一里塚、戦人塚、沓掛城址、伊藤両村塾址、十三塚、二村山等の

史跡の清掃、除草、樹木剪定等の環境整備等を行った。 
② 文化財保護活動の奨励 

市指定文化財の所有者や、文化継承活動に対して補助金を交付した｡ 
 指定文化財 

指定区分 名   称 所 在 地 指定年月日 
国 史 跡 阿野一里塚 阿野町池下１１４、長根４ S・11・12・16 

国 史 跡 
桶狭間古戦場伝説地 栄町南舘１１ 

S・12・12・21 
（附）戦人塚 前後町仙人塚１７３７ 

県無形民俗文化財 大脇の梯子獅子 
栄町大脇５ 

（大脇梯子獅子保存会） 
S・42・ 8・28 

県天然記念物 
豊明の 
ナガバノイシモチソウ 

沓掛町小廻間 

（自生保護地） 
S・43・11・ 4 

市天然記念物 大狭間湿地 沓掛町大狭間 
H・15・ 7・ 1 

 

市無形民俗文化財 上高根の棒の手 
沓掛町住吉９ 

（上高根棒の手保存会） 
S・47・ 8・ 1 

市無形民俗文化財 諏訪社虫送り 沓掛町森元６ S・62・ 4・ 1 
市有形文化財 二村山峠地蔵尊 沓掛町皿池上１９ S・52・ 4・ 1 
市有形文化財 二村山切られ地蔵尊 〃 S・52・ 4・ 1 
市有形文化財 青木地蔵 沓掛町寺内（寺内町内会） S・52・ 4・ 1 
市有形文化財 阿野八剱神社石灯籠 阿野町東阿野５０ S・52・ 4・ 1 
市有形文化財 伊藤先生之碑 沓掛町皿池上１９ S・52・ 4・ 1 
市有形文化財 伊藤両村先生画像 新田町村合６８（禅源寺） S・52・ 4・ 1 
市有形文化財 円福寺の秋葉大権現像 沓掛町上高根１２４ S・52・ 4・ 1 
市有形文化財 大久伝八幡社の扁額 大久伝町東１００ S・52・ 4・ 1 
市有形文化財 諏訪社の棟札 沓掛町森元６ S・52・ 4・ 1 
市有形文化財 曹源寺山門 栄町内山４５ S・55・ 4・ 1 
市有形文化財 長盛院薬師如来坐像 沓掛町下高根６ S・62・ 4・ 1 
市有形文化財 諏訪社狛犬 沓掛町森元６ S・62・ 4・ 1 

市有形文化財 勅使池遺跡旧石器資料

群 二村台 1 丁目 R・ 2・ 4・ 1 

市有形文化財 
沓掛城址出土の「天文十

七」墨書木札等附出土陶

磁器一括 
二村台 1 丁目 R・ 2・ 4・ 1 

市有形文化財 上高根行者堂遺跡出土

の軒丸瓦・平瓦・丸瓦 二村台 1 丁目 R・ 2・ 4・ 1 

市 史 跡 一之御前安産水 沓掛町一之御前２０－１ S・52・ 4・ 1 
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指定区分 名   称 所 在 地 指定年月日 
市 史 跡 沓掛城址 沓掛町東本郷１１ H・29・ 4・ 1 

市 史 跡 二村山鎌倉街道 沓掛町皿池上地内 H・29・ 4・ 1 

市 史 跡 両村塾址 新田町大割１９-１５、 

１９-２２ 
R・ 2・ 4・ 1 

  ③ 啓発活動 
文化財講座や豊明のナガバノイシモチソウや大狭間湿地の一般公開を実施するなど、

歴史文化・天然記念物への関心を高めた。また、文化財に関する各種パンフレット等の

発行や、広報とよあけへの「とよあけの自然」の掲載、またホームページを利用した啓

発活動を行った。 

④ 歴史民俗資料室の公開 

共生交流プラザカラット内の歴史民俗資料室において、豊明市の歴史や文化財を紹介し

ている。また、ワークショップや文化財講座等を行い、郷土の文化財に対する興味や知

識を深める場とした。 

・歴史民俗資料室開室日 

  毎週土、日曜日 午前１０時から午後４時まで 

・文化財講座 

  第 1 回 文化財講座「大狭間湿地についてもっと知ろう」 

(6/28,7/12,9/27) 各日 5 名参加 

  第 2 回 文化財講座「豊明市を通る古い東海道～古代から中世・近世～」 

(3/7) 53 名参加 

⑤ 天然記念物豊明のナガバノイシモチソウの保護 

全国的にも珍しい「豊明のナガバノイシモチソウ」を絶滅から守るため、遺伝子解析、

種子の採取、雑草の除去、水の補給、自生保護地の巡視及び清掃等を行った｡ 

    一般公開  ８月２日（土）・８月３日（日）・８月４日（月） 

９月６日（土）・９月７日（日） 見学者６８１名 

⑥ 天然記念物大狭間湿地の調査と整備 

大狭間湿地において、生育しているシラタマホシクサやミミカキグサなどの希少動

植物の調査と湿地の整備、水源地特定のための水量調査を行った。 

一般公開  ８月２日（土）・８月３日（日）・９月６日（土） 

９月７日（日）・１０月１１日（土）見学者５３０名 

（６）市史編さん事業 

      市史編さんのために収集した資料の整理を行った。また、歴史民俗資料室の企画展の調

査協力や市史についての情報提供等を行った。 

（７）青少年教育（家庭教育推進） 

① 令和８年二十歳の会 

開催日 令和８年１月１１日（日） 
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場 所 豊明市文化会館大ホール 

対象者 ６７０人 参加者 ５３８人（８０.３％） 

二十歳の会対象者１４名による実行委員会方式 

実行委員会開催回数 ４回 

※中学校区ごとの３部制による開催 

   ② 親子ふれあい事業 

     親子絵付け教室 

     開催日 令和７年８月２４日（日） 

     場 所 大蔵池陶芸の館 

     参加者 ２４人  

③ 中学生の主張大会（旧家庭教育推進市民大会） 

        開催日 令和７年８月２３日（土）午後１時００分～ 

        場  所  文化会館小ホール 

        参加者  １０９名 

④ 家庭教育学級の開設 

ア 幼児家庭教育学級 

学級名 開設場所 回数(回) 学級生(名) 

豊明幼児・星の城幼児・リジョ

イス幼児・暁幼児家庭教育学級 
共生交流プラザ 等 ６ ２５ 

イ 小学校家庭教育学級 

学級名 開設場所 回数(回) 学級生(名) 

豊明・三崎・大宮・二村台 

沓掛・中央家庭教育学級 
共生交流プラザ 等 ７ １３ 

栄・舘家庭教育学級 共生交流プラザ 等 ６ １５ 

ウ 中学校家庭教育学級 

学級名 開設場所 回数(回) 学級生(名) 

中学校家庭教育学級 共生交流プラザ  等 ６ １５ 

エ フレンドリー（OB）家庭教育学級 

学級名 開設場所 回数(回) 学級生(名) 

フレンドリー家庭教育学級 共生交流プラザ  等 ３ ２７ 

 (８) その他 

  ① 豊明市文化系ジュニアクラブ 

    ・単位クラブ活動事業 
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単位クラブ名 
会員数（人） 活動回数（日数） 

会員 指導者 合計 上半期 下半期 合計 

豊明子ども囲碁クラブ ７ ５ １２ １２ １２ ２４ 

栄フラワークラブ １５ ９ ２４ ５ ７ １２ 

豊明ジュニア天文クラブ ５ １０ １５ １２ １８ ３０ 

CJC マナっ子クラブ １０ ５ １５ ５ ８ １３ 

CJC ダンスクラブ ４６ ９ ５５ １３ １６ ２９ 

コドモデザインクラブ ２０ ３ ２３ ５ ５ １０ 

合     計 １０３ ４１ １４４ ５２ ６６ １１８ 

   ・自主事業 

     豊明市文科系ジュニアクラブ体験会   

   開催日 令和８年２月２８日（土） 

      場 所 文化会館ギャラリー、共生交流プラザ「カラット」体育館 

プログラム 囲碁、華道、装道、天文 

   参加者 子ども 延べ２５人 

② 豊明文化広場(勅使会館)  

令和７年度 勅使会館利用状況 

デイ 

キャンプ場 

和     室 

午前 午後 夜間 合計 

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 

９５ ９９２ １３７ ９１５ ９０ ４６９ ２４ １２６ ２５１ １，５１０ 

③ 大蔵池陶芸の館 

      令和７年度 大蔵池陶芸の館利用状況 

開館日数 利用人数 

１０５日 ８４３人 

④ ～市制５０周年記念事業～ 市民と奏でる合唱の祭典㏌フジタホール２０００  
開催日 令和７年１１月１６日（日） 
場 所 藤田医科大学 フジタホール２０００ 
参加者 約７９５名（内訳 出演者約３２５名、観覧者約４７０名） 
出演団体 豊明市文化協会、豊明ひまわりコーラス、フロイデン・コーア豊明、合唱団

「明」、公募１００人合唱、藤田医科大学管弦楽部、とよあけ児童合唱団（病  
 欠者多数により当日出演辞退）   
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社 会 体 育 
１ 社会体育の基本方針 

生涯にわたり健康でゆとりある豊かな生活を営むことは、人間にとって最も幸せなことであり、

誰もが望む願いである。その実現に向けて、スポーツやレクリエーション活動の果たす役割は大

変大きく、そのニーズはますます多様化していくものといえる。 
 このような状況を踏まえ、市民の体力づくりと健康づくり、そして仲間づくりへの関心を一層

高め、新たな生涯スポーツ社会の実現を進めていく。そのための場となる福祉体育館及び体育施

設等においては指定管理者との連携を図り、市民サービスの向上と安全で快適なスポーツ環境の

維持管理運営に努めていく。 
 
『誰もが いつでも いつまでも 気軽にスポーツに取り組める 生涯スポーツのまち とよあけ』 
 
上記の理念を基に、次の５つを重点目標として推進する。 
 
【重点目標】 
１．生涯スポーツとして、各人の体力や年齢、性別、障がいの有無等に応じて気軽にスポーツに

親しむ機会と環境を整え、その普及に努める。 
２．スポーツクラブにおいて行政・学校・地域が連携し、市民にスポーツのステージを提供する

ことにより、総合型地域スポーツクラブへ移行していく。 
３．第２期豊明市スポーツ推進計画に基づく各施策の進行管理、検証を行う。 
４．スポーツを通じて地域住民の連帯感を持てるよう、関係団体等によるスポーツ活動を推進す

る。 
５．福祉体育館及び体育施設等に導入した指定管理者制度の検証等を行うことにより、市民サー

ビスの向上と安全で快適なスポーツ施設環境の維持管理運営に努める。 
 
【主な事業】 
１ 各種事業及びレクリエーションスポーツ教室等を開催する。 
２ 豊明市スポーツクラブの補助を行う。 
３ 豊明市スポーツ推進計画審議会による第２期豊明市スポーツ推進計画の進行管 
理、検証を行い、各事業に反映させていく。 
４－①スポーツ協会及びレクリエーション協会に委託し、市民スポーツ大会を開催す 

る。 
  ②スポーツ推進委員による派遣事業やスポーツイベントを通じて、スポーツによ 
   る地域づくりに取り組んでいく。 
５－①指定管理者による豊明市福祉体育館及び体育施設等の管理運営を行う。 
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②安全面に配慮した施設の整備及び老朽化した施設の改修を行い、施設の魅力を 
高めていく。 

 
２ 令和８年度事業計画 

 行事等 

5 月 24 日（日）    ヨガ＆ピラティス体験会 
7 月 19 日（日）    ピックルボール体験会  
8 月 30 日（日）    スポレクフェスティバル 

9 月 12 日（土）    アジア競技大会 聖火リレー 

9 月 27 日（日）    古地図を歩く会 

11 月 15 日（日）    カローリング大会 

12 月 5 日（土）    愛知万博メモリアル 

           第 19 回愛知県市町村対抗駅伝競走大会 

1 月 17 日（日）     プロギング 

1 月 24 日（日）     はつらつボッチャ大会 

2 月 20 日（土）      スポーツ賞表彰授与式 

未定          スポーツクリニック 

未定         コーディネーショントレーニング 

 

・市民歩け歩け運動         毎月第 1日曜日開催 

 ・スポーツ推進委員会        月 1 回開催 

 ・スポーツ賞表彰審査委員会     年 1 回開催 

 ・教育委員会指定管理者審査委員会  年 1 回開催 

 ・スポーツ推進計画審議会      年 1 回開催 

 ・スポーツクラブ（７クラブ）    小中学校等での活動及び事業の開催 
 

福祉体育館及び体育施設等の管理運営業務 

 指定管理者 シンコースポーツ中部株式会社 

 平成 6 年 4 月 1 日から令和 9 年 3 月 31 日まで（3 年間） 

 

３ 市民スポーツ大会 

 市民スポーツ大会は、より多くの市民にスポーツをする機会を与え、技量を競い合うことに

よって、人との和をつくり心身ともに健康な生活を営むことを目的として、昭和 56 年度より開

始された。 
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令和 7 年度豊明市民スポーツ大会実績 
スポーツ協会種目 
No. 種   目 会   場 開催日 参加者 

1 
軟式野球（一般） 開催なし 

軟式野球（少年） 山田グラウンド 10 月 5 日～10 月 26 日 79 

2 
ソフトボール（スローピッチ） 開催なし 

ソフトボール（一般） 中央公園グラウンド他 11 月 2 日～12 月 14 日 230 

3 
サッカー（一般） 開催なし 

サッカー（小学生） 市内小学校グラウンド 8 月 30 日、9 月 21 日 100 

サッカー（中学生） 開催なし 

4 
バスケットボール（一般） 福祉体育館 11 月 16 日 58 

バスケットボール（中学生） 福祉体育館 1 月 24 日 120 

バスケットボール（小学生） 福祉体育館 3 月 1 日 138 

5 
バレーボール（一般） 福祉体育館他 7 月 13 日、27 日 180 

ママさんバレーボール 福祉体育館 7月20日 63 

6 卓球 福祉体育館 12 月 21 日 168 

7 バドミントン 福祉体育館 9 月 14 日 67 

8 
ソフトテニス（一般の部） 勅使テニスコート 10 月 5 日 44 

ソフトテニス（小学生の部） 市内中学校テニスコート 10 月 9 

ソフトテニス（中学生の部） 市内中学校テニスコート 10 月 86 

9 テニス 勅使テニスコート 10 月 19 日 12 

10 剣道 福祉体育館 11 月 30 日 45 

11 弓道 勅使弓道場 9 月 7 日 82 

12 柔道 沓掛中学校武道場 10 月 18 日 29 

13 射撃 岡崎市藤川射撃場 5 月 11 日 19 

14 ゴルフ 名古屋グリーンカントリークラブ 7 月 10 日 101 

15 スキー 開催なし 

16 空手 福祉体育館 6 月 8 日 37 

合          計 1,667 

レクリエーション協会種目 

No. 種   目 会   場 開催日 参加者 
1 ショートテニス 福祉体育館 8 月 3 日 101 

2 インディアカ 福祉体育館 8 月 10 日 123 

3 グラウンド・ゴルフ 中央公園ひろば 10 月 5 日 101 

4 ターゲット・バードゴルフ 勅使ターゲット・バードゴルフ場 10 月 18 日 26 

合          計 351 
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４ スポーツ教室 

 令和 7 年度は、指定管理者により前期 10 教室、後期 10 教室の他、第 3 期として 3 教室を開催

した。応募者多数の種目については、抽選により受講者を決定した。実績は次のとおり。 

 
前期 

No. 教室名 対象 曜日 区分 回数 定員 参加者数 

1 卓球 一般 火 夜間 12 30 30 

2 脂肪燃焼エクササイズ 一般・女性 土 午前 10 15 8 

3 バドミントン 一般 金 夜間 12 30 25 

4 柔道① 小中学生 火・金 夜間 24 10 11 

5 柔道② 小中学生 火・金 夜間 24 10 8 

6 剣道 小中学生 水・金 夜間 24 20 8 

7 太極拳 一般 火 午後 12 30 30 

8 弓道 中学生以上 土 午後 12 15 15 

9 ヨガ 一般 水 午後 12 30 22 

10 50歳からのヨガ 50 歳以上 水 午後 12 30 29 

合計 220 186 
 
後期 

No. 教室名 対象 曜日 区分 回数 定員 参加者数 

1 卓球・ラージボール卓球 一般 火 夜間 12 30 30 

2 脂肪燃焼エクササイズ 一般・女性 土 午前 10 15 8 

3 バドミントン 一般 金 夜間 12 30 31 

4 柔道① 小中学生 火・金 夜間 24 10 15 

5 柔道② 小中学生 火・金 夜間 24 10 5 

6 剣道 小中学生 水・金 夜間 24 20 7 

7 太極拳 一般 火 午後 12 30 30 

8 弓道 中学生以上 土 午後 12 15 15 

9 ヨガ 一般 水 午後 12 30 23 

10 50 歳からのヨガ 50 歳以上 水 午後 12 30 28 

合計 220 186 
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第 3 期 

No. 教室名 対象 曜日 区分 回数 定員 参加者数 

1 柔道① 小中学生 火・金 夜間 24 10 13 

2 柔道② 小中学生 火・金 夜間 24 10 6 

3 剣道 小中学生 水・金 夜間 24 20 6 

合計 40 25 

 

５ スポーツ推進委員関連事業 

 スポーツ推進委員は、スポーツ基本法第 32 条第 2 項に基づき豊明市のスポーツ推進のため、事

業の実施に係る連絡調整並びに、市民に対するスポーツの実技指導、その他スポーツに関する指

導及び助言を行う事を目的として任命している。 

 豊明市では、令和 8 年 4 月 1 日現在 19 名のスポーツ推進委員が活動し、各種スポーツ行事の企

画運営及び指導者派遣などを行っている。 

 また、豊明市スポーツクラブのトータルスポーツクラブ指導員として各種事業を実施した。 

令和 7 年度活動実績 

実施日 事   業   名 参加者数 施行場所 

5 月 18 日 ノルディックウォーク 46人 栄小学校付近 

6 月 22 日 スポレクフェスティバル 81 人 福祉体育館 

9 月 28 日 古地図で歩く豊明 22人 栄小学校付近 

11 月 16 日 レクモルック交流会 62人 三崎小学校体育館 

12 月 7 日 ウォークラリー 26人 文化会館周辺 

1 月 18 日 プロギング 32人 文化会館周辺 

1 月 18 日 モルック・ボッチャ体験 112人 文化会館 

1 月 25 日 はつらつボッチャ大会 131 人 福祉体育館 

2 月 16 日 カローリング大会 59 人 カラット体育館 

毎月第１日曜 市民歩け歩け運動 1,668 人 二村山 
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６ 各種事業 

（ア）市民レクリエーションスポーツ教室 

   グラウンド・ゴルフ教室 

開 催 日    9 月 25 日（木）～10 月 3 日（金） 

会  場    中央公園グラウンド他 

参加者数    14 人 
   ターゲット・バードゴルフ教室 

開 催 日    10 月 11 日（土）～11 月 1 日（土） 

会  場    勅使ターゲット・バードゴルフ場 

参加者数    32 人 
   インディアカ教室 

開 催 日    11 月 8日（土）～11 月 29 日（土） 

会  場    福祉体育館アリーナ 

参加者数    46 人 
   ショートテニス教室 

開 催 日    8 月 23 日（土）～9 月 13 日（土） 

会  場    福祉体育館アリーナ 

参加者数    8 人 
（イ）愛知万博メモリアル第 18 回愛知県市町村対抗駅伝競走大会 

開 催 日    12 月 6日（土） 

会  場    愛・地球博記念公園 

参加者数    38 人（市の部 22 位） 

（ウ）第 37 回豊明市スポーツ賞表彰授与式 

   体育・スポーツの向上に貢献かつ優れた業績のあった個人、または団体への表彰 

開 催 日    2 月 7日（土） 

会  場    豊明市文化会館 大ホール 

受賞者数    スポーツ賞  

個人表彰：19 名  団体表彰：2 団体 
スポーツ協会賞  

個人表彰：23 名  団体表彰：7 団体 
（エ）令和 7 年度スポーツ講演会 

開 催 日    2 月 7日（土） 

会  場    豊明市文化会館 大ホール 

参加者数    300 人 
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７ その他（社会体育関係団体） 

（１）豊明市スポーツ協会 

     

会
計 

 

監
事 

      

           軟式野球 

           卓球 

               ソフトテニス 

 

会
長 

 

副
会
長 

 

常
任
理
事 

    

理
事 

  剣道 

         弓道 

        サッカー 

        バレーボール 

          

  

  ソフトボール 

        

 

 

  

  テニス 

         

  

  柔道 

         

  

  スキー 

         

  

  バドミントン 

       

   

  

  バスケットボール 

     

 

 

 

 

 射撃 

     

 

 

 

 ゴルフ 

        空手 

（目的）豊明市における体育・スポーツ等の普及振興を図り、市民の心身の健全な発達と豊かで

明るい市民生活の創造に寄与することを目的とする。 
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（２）豊明市レクリエーション協会 

         
個人会員 

         

             

         
インディアカ協会 

 

会 

長 

 

副
会
長 

 

理
事
会 

  

         

     
ターゲット・バードゴルフ協会 

     

         

     
グラウンド・ゴルフ協会 

         

             

     事
務
局 

  
ショートテニス協会 

       

（目的）豊明市におけるレクリエーションスポーツ及び生涯スポーツ等の普及振興を図り健康で

文化的な生活の創造と、明るく楽しい余暇の有効利用に寄与するとともに、会員相互

の親睦と資質の向上を図ることを目的とする。 

 

（３）豊明市スポーツクラブ 

 

 

 

 

 

 

小学生陸上 毎週土・日曜日の午後   市内小学校等で活動 

ソフトテニス 第 2・4 土曜日の午後    1 会場で活動 

トータルスポーツ 第 2・4 土曜日の午前    1 会場で活動 

フットサル 毎週月・火曜日の夜間   1 会場で活動 

スポーツ鬼ごっこ 毎週金曜日の夜間      2 会場で活動 

PTC スポーツクラブ 毎週木曜日の夜間     1 会場で活動 

卓球教室 第 2・4 土曜日の夜間    1 会場で活動 

  

市教育委員会 
学校代表 
スポーツ推進委員 

豊明市スポーツクラブ 
役 員 会 

 関係団体代表と役員で構成 
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スポーツクラブにおいては、国、県が推奨している誰もが参加できる、生涯スポーツ・地域活

動を推進するための総合型クラブへの転換を図っていく。 

（目的） 

 地域の指導者が継続的に子どもたちを指導することによって、子どもたちにとって地域が身近

な存在になることを期待し、さらに将来子どもたちが地域を愛する人に育っていくことを目的と

する。 

 

８ スポーツ指導員 

 スポーツ指導員は、スポーツ人材バンク制度により登録をしており、スポーツ教室、スポーツ

クラブでの指導、学校部活動への指導者紹介、スポーツ協会、レクリエーション協会への協力等

を行っている。 

   登録数（令和 7 年度）  64 名（男 44 名・女 20 名） （R8.4.1 現在） 
 
９ スポーツ施設利用団体の登録 

 体育施設等利用登録団体        111 団体（7 年度） 

  社会体育施設…勅使グラウンド、山田グラウンド 

  都市公園施設…公園ひろば（中央・唐竹・落合・西川・椎池・大原） 

  主な登録条件…構成員が 10 人以上であること。 

         構成員の 7 割以上が市内に在住か在学か在勤であること等 
 
１０ 体育等施設一覧 

（１）社会体育施設                        （R8.4.1 現在） 

施 設 名 称 施 設 概 要 利用時間 休設日 使用料 
利用者の 

制限等 

① 福祉体育館 

アリーナ・剣道場・柔道

場・卓球場・会議室 

トレーニングルーム 

 9:00～ 

   21:00 

月曜日 

(休日の場

合は翌日) 

有 
専用利用 

個人利用 

② 勅使グラウンド 

多目的グラウンド 

（野球 2 面・ 

ソフトボール 4 面・サッ

カー1 面） 

夜間照明施設 

 7:00～ 

  21:00 
年末年始 〃 

団体登録 

許可制 

③ 勅使テニスコート 
テニスコート 8 面 

夜間照明施設(内 4 面) 

 9:00～  

    21:00 
〃 〃 

専用利用 

個人利用 

④ 
勅使ターゲット・ 

バードゴルフ場 
9 ホール 

 9:00～ 

   21:00 
〃 〃 

専用利用 

個人利用 
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⑤ 勅使弓道場 近的・6 人立 
 9:00～ 

    21:00 
〃 〃 

専用利用 

個人利用 

⑥ 山田グラウンド 少年野球等 
 9:00～ 

  17:00 
〃 〃 

団体登録 

許可制 

 

（２）都市公園等施設                       （R8.4.1 現在） 

施 設 名 称 施 設 概 要 利用時間 休設日 使用料 
利用者の 

制限等 

⑦ 
中央公園 

ひろば 

多目的グラウンド 

   (軟式野球等) 

7:00～ 

  17:00 
〃 無 

団体登録 

許可制 

⑧ 
唐竹公園 

ひろば 

多目的グラウンド 

 (軟式野球等) 

 9:00～ 

  17:00 
〃 〃 

団体登録 

許可制 

⑨ 

落合公園 

ひろば 

テニスコート 

多目的グラウンド 

 (軟式野球等) 

 9:00～ 

  17:00 
〃 〃 

団体登録 

許可制 

テニスコート 1 面 
 9:00～ 

    18:00 
〃 有 

団体登録 

許可制 

⑩ 

西川公園 

ひろば 

テニスコート 

多目的グラウンド 

 (少年野球) 

 9:00～ 

    17:00 
〃 無 

団体登録 

許可制 

テニスコート 1 面 
 9:00～ 

    18:00 
〃 有 

団体登録 

許可制 

⑪ 椎池ひろば 
多目的グラウンド 

 (ソフトボール等) 

 7:00～ 

  17:00 
〃 無 

団体登録 

許可制 

⑫ 大原公園ひろば 
多目的グラウンド 

 (ソフトボール等) 

 9:00～ 

  17:00 
〃 〃 

団体登録 

許可制 

⑬ 
三崎水辺公園 

ジョギングコース 

ジョギングコース 

 (延長 870m) 

 日の出～ 

     日没 
〃 〃 利用自由 

※  貸出許可 ①～⑫ 福祉体育館 指定管理者（シンコースポーツ中部㈱） ⑬ 自由 

  

１１ 体育施設工事等（7 年度） 

 ・福祉体育館非常通報装置取替工事 
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１２　令和７年度　体育施設等利用状況

○福祉体育館 開館日数 308 日

区分 アリーナ 柔道場 剣道場 会議室 卓球場
トレーニ

ング
ルーム

合計

午前 22,534 3,961 3,550 3,567 3,061 36,673

午後 22,695 4,597 3,489 972 5,659 37,412

夜間 18,685 5,245 3,346 2,240 4,651 34,167

計 63,914 13,803 10,385 6,779 13,371 40,667 148,919

午前 751 198 230 187 1,366

午後 564 229 159 63 1,015

夜間 917 225 265 159 1,566

計 2,232 652 654 409 3,947

○グラウンド

勅使 山田 中央公園 唐竹公園 落合公園 西川公園 椎池
大原

(H25～）
合計

利用人数（人） 18,698 5,660 25,303 13,468 26,360 7,505 9,953 26,095 133,042

利用件数（件） 274 100 596 404 645 337 421 579 3,356

○テニスコート

農村改善
センター

浄化
センター

勅使 落合 西川 合計

利用人数（人） - - 38,215 1,435 2,074 41,724

利用件数（件） - - 6,115 219 359 6,693

○夜間照明施設

勅使
テニス
コート

勅使
グラウンド

豊明中
グラウンド

合計

利用人数（人）  5,176  4,068  2,400 11,644 

利用件数（件） 926 93 52 1,071

○勅使ターゲットバードゴルフ場

利用人数（人） 2,246 

○勅使弓道場

利用人数（人） 4,183 

利用人数
　　　（人）

利用団体数
　　　（団体）
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文 化 振 興 

 

1 文化振興の基本方針 

文化会館は、市民が文化芸術を創造、享受し、その感動を共有するための中核的な役割を担うも

のである。そうした役割を継続的に果たしていくため、今後も文化会館指定管理者との連携を図

り、多様化する市民ニーズにより効果的・効率的に対応するため民間の能力を活用し市民サービ

スの向上を図ることで、市民の文化的満足度をよりいっそう高めていく。 

 

『個性ある文化と豊かな人間性を育むまちづくり』 

 

上記の理念に基づき、次の重点目標により各種事業を推進する。 

 

【重点目標】 

１．指定管理者による民間の能力の活用により、市民サービスの向上を図る。 

２．文化事業への市民参加の推進を図り、市民の誰もが文化に親しむ事のできる環境づくりに努

める。  

３．随時会館設備等の改修を行い、常に良好な利用環境の整備に努める。 

 

【主な事業】 

１．指定管理者による文化事業・維持管理事業の実施 

２．文化協会の支援 
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２ 令和８年度事業計画 

（１） 市民美術展 

美術作品の鑑賞機会を広く市民に提供し、また作家の育成を推進するため、市民の創作 

した美術作品を公募し、展覧する市民美術展を開催する。 

時期 事業・内容 場所 

2月11日(木)～2月21日(日) 市民美術展 ギャラリー・会議室 

（２） 呈茶事業 

豊明市文化協会の協力のもと、市民に日本古来の文化に接する機会を設け、文化意識を 

高めるため茶席を開席する。（原則として、金・土・日曜日及び祝日に茶室「欅庵」で実 

施）その他、館内催し物にあわせて開席する。 

（３） 市民フェスティバル 

市内で活動している音楽・演劇等の団体に、市民自らが作品発表・舞台出演などの機会 

を提供し、活動を助長することを目的とした事業を開催する。 

時期 事業・内容 場所 

12 月 6 日（日） 市民フェスティバル 大ホール 

（４） 文化振興事業 

広く市民の方に芸術に気軽に親しみ触れていただく機会をご提供するため、コンサート 

等を開催する。 

時期 事業・ 内容 場所 

6 月 4 日,10 月 18 日 けやきアーティストステージ 大ホール 

6月 21日,11月 23日 とよあけフレッシュコンサート 小ホール 

未 定 ひまわりキッズプログラム ファミリーコンサート 大ホール 

12 月 19 日 ひまわりキッズプログラム 芸術鑑賞会 

「こどものためのコンサート」 

小ホール 

  未 定 ひまわりキッズプログラム アートラボ ギャラリーほか 

  未 定 どこでも出張コンサート 市内施設 

未 定 アートスクランブルとよあけ ギャラリー 
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未 定 文化活動お助け講座 会議室１．２ 

8 月 20 日（木） 

8 月 21 日（金） 

1 月 19 日（火） 

1 月 20 日（水） 

大ホールひとりじめ 大ホール 

6 月 17 日（水） 

8 月 25 日（火） 

11 月 27 日（金） 

1 月 6 日（水） 

小ホールフリーステージ 小ホール 

（５） 補助事業 

豊明市の文化団体の活動を支援し、地域の文化活動のネットワークを充実させ、好まし 

い地域コミュニティーづくりを推進するため以下の補助事業を実施する。 

   （豊明市文化協会） 

文化協会や協会所属の各種団体が実施する文化活動を支援するため補助を行う。 

（６） 文化会館維持管理事業 

    文化会館は、豊明市民の文化、芸術活動の拠点として平成 5 年に設置され、多くの方々 

が文化活動や質の高い芸術に触れることで、心豊かで文化的な生活を送ることができるよ 

う、文化活動の中心施設としてなくてはならない重要な位置付けにある。 

    会館運営の柱は、市民の文化振興と貸し館事業である。会館は集会施設であり、建築基 

準法や消防法、興業場法などにより施設や設備の日常的な保守・点検が義務付けられてい 

る。また、貸し館（有料）施設として、利用者に安全で清潔な環境を常に提供する責務を 

有し、利用前の安全点検や清掃、使用設備や備品の状態等を常に点検して、会館施設の維 

持管理に努め、利用者が安心、安全に貸し館利用ができるよう維持管理を行っていく。 

（７） 貸し館事業 

    文化会館は、多目的施設として市内外の多くの利用者に使用されている。文化会館の本 

来の設置目的を重視し、少しでも多くの利用者に利用していただけるよう、様々な工夫を 

し、公平かつ公正なサービスを提供することを前提に貸し出し業務を実施していく。 
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３ 令和７年度文化会館事業実績 

（１） 受託事業 

豊明市の文化団体等の活動を支援し、地域の文化活動のネットワークを充実させ、好 

ましい地域コミュニティーづくりを推進するため、豊明市文化協会や豊明福祉会等と連 

携し、各種事業を実施した。 

＊令和７年度事業報告【受託事業】 

   別紙１のとおり 

（２） 自主事業 

幅広い世代の方に様々なジャンルの芸術に触れる機会を提供するとともに、市民が文 

化に親しみ、楽しく活動できる事業を実施した。 

＊令和７年度事業報告【自主事業】 

   別紙２のとおり 

（３） 文化会館維持管理事業 

機械設備等保守及び施設維持管理委託等を実施、会館施設の安全な維持管理に努めた。 

（４） 貸し館事業 

     文化会館は多目的施設として市内外の多くの方に利用されている。文化会館の本来の 

設置目的である文化の振興・発展を重視しつつ、少しでも多くの利用者の方々に利用し 

ていただけるよう様々な工夫によって公平かつ公正なサービスを提供することを前提 

に、会館施設の貸し出し業務を実施した。令和７年度の利用実績は、開館日３０８日で 

総利用人数１０７，１０８ 人であった。 

  ＊令和７年度文化会館利用状況実績 

   別紙３のとおり 
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別紙１

【受託事業】

事業名 開催日 開催場所 入場料 来場者数

小ホールフリーステージ 5月30日(金) 小ホール舞台 １枠850円 0枠／0名

小ホールフリーステージ 7月16日(水) 小ホール舞台 １枠850円 4枠／15名

とよあけフレッシュコンサートvol.5 7月19日(土) 小ホール
一般800円

高校生以下500円
78名

ひまわりキッズプログラム
ファミリーコンサート

人形劇「ふしぎ駄菓子屋銭天堂」
7月27日(日) 大ホール

おとな2,500円
こども1,200円

親子券3,200円
254名

大ホールひとりじめ 8月21日(木) 大ホール舞台 1枠1,000円 11枠／13名

大ホールひとりじめ 8月22日(金) 大ホール舞台 1枠1,000円 11枠／13名

小ホールフリーステージ 9月17日(水) 小ホール舞台 １枠850円 5枠／3名

けやきアーティストステージvol.5 9月24日(水) 大ホールホワイエ 無料 68名

アートスクランブルとよあけ
10月4日(土)～
10月5日(日)

ギャラリー1-4 無料 168名

大ホールひとりじめ 10月15日(水) 大ホール舞台 1枠1,000円 11枠／9名

大ホールひとりじめ 10月16日(木) 大ホール舞台 1枠1,000円 11枠／11名

とよあけフレッシュコンサートvol.6 11月9日(日) 小ホール
一般800円

高校生以下500円
83名

小ホールフリーステージ 11月27日(木) 小ホール舞台 １枠850円 2枠／1名

-64-



事業名 開催日 開催場所 入場料 来場者数

豊明市民フェスティバル 12月7日(日) 大ホール 無料 531名

けやきアーティストステージvol.6 12月17日(水) 大ホールホワイエ 無料 79名

ひまわりキッズプログラム
アートラボ

～茶道体験　お茶の心を学ぼう！～
1月25日(日) 茶室「欅庵」 500円 12名

どこでも出張コンサート 1月27日(火) 豊明市立三崎小学校 無料 158名

ひまわりキッズプログラム
アートラボ

～茶道体験　お茶の心を学ぼう！～
2月1日(日) 茶室「欅庵」 500円 15名

ひまわりキッズプログラム
アートラボ

～茶道体験　お茶の心を学ぼう！～
2月8日(日) 茶室「欅庵」 500円 15名

第14回豊明市民美術展
2月17日(火)～

22日(日)
ギャラリー1-4
会議室1・2

無料
出品者85名
来場者607名

ひまわりキッズプログラム
芸術鑑賞

子どものためのコンサート
3月28日(土) 小ホール

おとな800円
こども400円

親子ペア1,000円
292名

文化活動お助け講座
「レセプショニストへの第一歩」

3月28日(土) 小ホール 無料 4名
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【受託事業】

事業名 開催日 開催場所 入場料 来場者数

第68回ふれあいの舘 4月9日（水） 茶室「欅庵」 500円 20名

第69回ふれあいの舘 5月14日（水） 茶室「欅庵」 500円 13名

第70回ふれあいの舘 6月11日（水） 茶室「欅庵」 500円 14名

第71回ふれあいの舘 7月19日（水） 茶室「欅庵」 500円 20名

第72回ふれあいの舘 ８月13日（水） 茶室「欅庵」 500円 19名

第73回ふれあいの舘 9月10日（水） 茶室「欅庵」 500円 17名

第74回ふれあいの舘 10月8日（水） 茶室「欅庵」 500円 14名

第75回ふれあいの舘 11月12日（水） 茶室「欅庵」 500円 11名

第76回ふれあいの舘 12月10日（水） 茶室「欅庵」 500円 18名

第77回ふれあいの舘 1月14日（水） 茶室「欅庵」 500円 25名

第78回ふれあいの舘 2月11日（水） 茶室「欅庵」 500円 19名

第79回ふれあいの舘 3月11日（水） 茶室「欅庵」 500円 18名
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月 日 （曜） 件数 合計（円） 月 日 （曜） 件数 合計（円）

4 4 金 4 1,600 7 4 金 5 2,000

5 土 8 3,200 5 土 5 2,000

6 日 7 2,800 6 日 5 2,000

11 金 7 2,800 11 金 11 4,400

13 日 5 2,000 13 日 10 4,000

18 金 10 4,000 18 金 5 2,000

19 土 7 2,800 19 土 11 4,400

25 金 8 3,200 21 月祝 7 2,800

26 土 9 3,600 26 土 13 5,200

27 日 13 5,200 27 日 5 2,000

29 火祝 9 3,600

11 87 34,800 10 77 30,800

月 日 （曜） 件数 合計（円） 月 日 （曜） 件数 合計（円）

5 2 金 3 1,200 8 10 日 10 4,000

4 日祝 12 4,800 15 金 3 1,200

5 月祝 9 3,600 16 土 11 4,400

6 火祝 3 1,200 22 金 3 1,200

9 金 18 7,200 24 日 3 1,200

16 金 4 1,600 29 金 6 2,400

17 土 6 2,400 30 土 16 6,400

23 金 10 4,000 31 日 19 7,600

24 土 3 1,200

25 日 4 1,600

30 金 4 1,600

31 土 7 2,800

12 83 33,200 8 71 28,400

月 日 （曜） 件数 合計（円） 月 日 （曜） 件数 合計（円）

6 1 日 12 4,800 9 5 金 10 4,000

6 金 3 1,200 6 土 11 4,400

8 日 8 3,200 7 日 6 2,400

13 金 9 3,600 12 金 9 3,600

20 金 7 2,800 14 日 11 4,400

21 土 7 2,800 15 月 9 3,600

22 日 15 6,000 19 金 6 2,400

27 金 13 5,200 20 土 5 2,000

28 土 13 5,200 21 日 7 2,800

29 日 5 2,000 23 火 7 2,800

0 26 金 8 3,200

0 27 土 11 4,400

10 92 36,800 12 100 40,000

令和7年度　呈茶事業主計
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月 日 （曜） 件数 合計（円） 月 日 （曜） 件数 合計（円）

10 3 金 3 1,200 1 9 金 8 3,200

4 土 3 1,200 12 月 6 2,400

5 日 8 3,200 16 金 16 6,400

10 金 5 2,000 24 土 26 10,400

12 日 24 9,600 30 金 11 4,400

13 月 20 8,000

17 金 3 1,200

18 土 8 3,200

19 日 6 2,400

25 土 11 4,400

10 91 36,400 5 67 26,800

月 日 （曜） 件数 合計（円） 月 日 （曜） 件数 合計（円）

11 3 月 0 0 2 6 金 6 2,400

7 金 10 4,000 13 金 11 4,400

21 金 3 1,200 14 土 6 2,400

22 土 5 2,000 15 日 5 2,000

23 日 4 1,600 20 金 7 2,800

28 金 7 2,800 22 日 8 3,200

29 土 7 2,800 23 月 25 10,000

30 日 27 10,800 27 金 21 8,400

28 土 5 2,000

0

0

0

8 63 25,200 9 94 37,600

月 日 （曜） 件数 合計（円） 月 日 （曜） 件数 合計（円）

12 5 金 14 5,600 3 1 日 18 7,200

6 土 6 2,400 6 金 5 2,000

7 日 12 4,800 7 土 5 2,000

12 金 9 3,600 8 日 18 7,200

14 日 18 7,200 13 金 7 2,800

19 金 4 1,600 20 金 18 7,200

20 土 4 1,600 21 土 7 2,800

26 金 7 2,800 22 日 4 1,600

27 土 9 3,600 27 金 7 2,800

28 土 15 6,000

29 日 11 4,400

0

0

9 83 33,200 11 115 46,000

（日） （件） （円）

115 1023 409,200年間合計
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別紙２

【自主事業】

事業名 開催日 開催場所 入場料（税込） 来場者数

夏休み宿題スペース 7月24日（木） 茶室「欅庵」 無料 34名

夏休み宿題スペース 7月25日(金) 茶室「欅庵」 無料 23名

夏休み宿題スペース 7月30日(水) 茶室「欅庵」 無料 26名

夏休み宿題スペース 7月31日(木) 茶室「欅庵」 無料 21名

夏休み宿題スペース 8月5日(火) 茶室「欅庵」 無料 22名

夏休み宿題スペース 8月6日(水) 茶室「欅庵」 無料 21名

夏休み宿題スペース 8月7日(木) 茶室「欅庵」 無料 25名

夏休み宿題スペース 8月8日(金) 茶室「欅庵」 無料 25名

SINON奇跡の歌声
～カーペンターズコンサートin豊明 encore!～

10月13日(月祝) 小ホール 一般2,500円 272名

石田泰尚ヴァイオリンリサイタル 11月30日(日) 大ホール
前売一般4,500円

サポーター割4,000円
当日一般5,000円

787名

とよあけ児童合唱団
第29回定期演奏会

3月8日(日) 小ホール
前売 中学生以上800円
当日 中学生以上900円

小学生以下　無料
191名

林家たい平　独演会 3月14日(土) 大ホール
一般3,800円

サポーター割3,300円 577名

豊明市文化会館情報局
4月1日（火）～
3月31日(火)

518名

豊明市文化会館サポーター制度
4月1日（火）～
3月31日(火)

107名

とよあけアーティストバンク
4月1日（火）～
3月31日(火)

４組10名

とよぶん交流ボランティア
4月1日（火）～
3月31日(火)

１名
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別紙３

午前 午後 夜間 計 R6年度 比率 午前 午後 夜間 計 R6年度 比率

一般利用 118 116 111 345 311 110.9% 122 133 99 354 350 101.1%

公用利用 26 26 16 68 70 97.1% 28 32 13 73 77 94.8%

合計 144 142 127 413 381 108.4% 150 165 112 427 427 100.0%

289 289 294 872 867 292 292 294 878 878

49.8% 49.1% 43.2% 47.4% 43.9% 51.4% 56.5% 38.1% 48.6% 48.6%

33.3% 29.8% 36.4% 37.6% 45.1% 35.2%

73.7% 77.1% 53.4% 72.0% 73.7% 42.4%

216件 258件

39,430 21,745

午前 午後 夜間 計 R6年度 比率 午前 午後 夜間 計 R6年度 比率

一般利用 129 119 163 411 426 96.5% 89 133 164 386 373 103.5%

公用利用 34 76 10 120 101 118.8% 24 19 13 56 72 77.8%

合計 163 195 173 531 527 100.8% 113 152 177 442 445 99.3%

303 303 304 910 914 308 308 308 924 921

53.8% 64.4% 56.9% 58.4% 57.7% 36.7% 49.4% 57.5% 47.8% 48.3%

45.4% 62.7% 65.1% 20.0% 45.8% 63.2%

66.9% 66.9% 44.1% 63.6% 55.1% 48.3%

418件 336件

5,719 1,751

午前 午後 夜間 計 R6年度 比率 午前 午後 夜間 計 R6年度 比率

一般利用 151 158 66 375 380 98.7% 146 161 55 362 377 96.0%

公用利用 37 39 23 99 86 115.1% 30 34 21 85 90 94.4%

合計 188 197 89 474 466 101.7% 176 195 76 447 467 95.7%

306 305 305 916 916 306 305 305 916 916

61.4% 64.6% 29.2% 51.7% 50.9% 57.5% 63.9% 24.9% 48.8% 51.0%

52.7% 58.3% 26.7% 57.5% 63.9% 24.9%

75.4% 74.6% 33.1% 51.6% 61.0% 23.5%

477件

23,361

利用数

利用可能コマ数

利用率

令和7年度　年間利用状況実績

ギャラリー３・４

利用数

6,198 1,712利用人員

ギャラリー１・２

432件 344件

利用件数 236件

41,788

257件

18,004

利用可能コマ数

利用率

平日の利用率

土日祝日の利用率

利用人員

利用件数

練習室２リハーサル室

大ホール 小ホール

利用数

利用可能コマ数

利用率

平日の利用率

土日祝日の利用率

平日の利用率

土日祝日の利用率

利用人員

24,331

491件利用件数
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（２）

午前 午後 夜間 計 R6年度 比率 午前 午後 夜間 計 R6年度 比率

一般利用 230 225 81 536 494 108.5% 207 210 61 478 477 100.2%

公用利用 31 30 20 81 88 92.0% 58 59 21 138 111 124.3%

合計 261 255 101 617 582 106.0% 265 269 82 616 588 104.8%

308 308 308 924 921 308 308 308 924 921

84.7% 82.8% 32.8% 66.8% 63.2% 86.0% 87.3% 26.6% 66.7% 63.8%

85.3% 85.3% 37.4% 84.7% 85.3% 24.2%

83.9% 78.8% 25.4% 88.1% 90.7% 30.5%

403件 406件

4,905 5,834

午前 午後 夜間 計 R6年度 比率 午前 午後 夜間 計 R6年度 比率

一般利用 105 174 79 358 294 121.8% 107 107 51 265 236 112.3%

公用利用 16 9 7 32 38 84.2% 21 21 14 56 57 98.2%

合計 121 183 86 390 332 117.5% 128 128 65 321 293 109.6%

308 308 308 924 921 308 308 308 924 921

39.3% 59.4% 27.9% 42.2% 36.0% 41.6% 41.6% 21.1% 34.7% 31.8%

20.5% 35.8% 26.3% 30.5% 26.8% 11.6%

69.5% 97.5% 30.5% 59.3% 65.3% 36.4%

234件 151件

2,336 476

開館日 休館日 比率

308 57 102.7%

比率

101.5%

※1　保守点検等での利用は利用可能コマ数に含めない

※2　ギャラリーは半面単位での予約が可能

※3　単独利用のできない楽屋１～４は集計していない

練習室１

利用件数 418件

第２会議室

利用数

利用可能コマ数

利用率

412件

第１会議室

茶室 欅庵

2,637 551

総利用件数

2,976

利用数

利用可能コマ数

利用率

平日の利用率

土日祝日の利用率

利用人員

利用件数 219件 167件

総利用人員

107,108

R6年度

2,899

R6年度

105,557

5,968 5,919

平日の利用率

土日祝日の利用率

利用人員
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図 書 館 
１ 図書館の基本方針 
 図書館は、住民の生活・職業・生存と精神的自由に深くかかわる機関である。 

図書館は、誰もが、図書館の利用を通じて学習し、情報を入手し、文化的な生活を営むことが

できるよう、図書資料や各種情報を収集・整理して、迅速かつ的確に提供するセンター的機能を

充実させていくことが必要である。 

また、読書は、読解力、想像力、思考力、表現力等に大きな影響を与えるものであり、第２次

豊明市子ども読書活動推進計画においても読み聞かせを重点に置いている。 

図書館の活用によって達成できることは多様で、限りない可能性を持っており、市民の様々な

ニーズに対応するために次の４つの事項を重点目標とし、図書館運営を進める。 

 

【重点目標】  

１．読書・学習・情報のセンター的機能の充実 

２．年齢や状況に応じたサービスの提供 

３．幅広く新しい情報発信ができるシステムの構築 

４．読み聞かせボランティアの育成 

 

【主な事業】 

１－①ニーズの高い図書や資料を収集し、読書・学習・情報提供の推進をする。 

  ②図書資料及び視聴覚資料をバランスよく収集し、わかりやすい書棚に配置することを心が 

け、「おすすめ本コーナー」の活用により、貸出・閲覧サービスの充実を図る。 

③ＩＣダグシステムを活用し、図書資料の貸出、返却の利便性を図り、図書館資料の管理を 

効率化し、正確かつ迅速な運用を行う。 

④システム更新に向けて計画的な運用を実施する。 

２－①中学生・高校生が関心を持つテーマを揃えたＹＡ（ヤングアダルト）コーナーを充実する。 

②多文化共生推進事業の一環として、多言語図書の充実を図る。 

③大活字本の収集や拡大器の設置及び郵送貸出などにより、高齢者や障がい者向けサービス

を実施する。 

④児童生徒の学習の支援及び発表の場の提供、団体貸出、職場体験の受け入れ、図書館行事 

への協力依頼等、学校と相互協力することで連携強化を図る。 

３－①インターネットを活用した新しい情報技術に対応し、市民がわかりやすく利用しやすい情 

報発信を推進する。 

②レファレンスサービスの充実に加え、市民が必要な情報を迅速に得られるよう、インター 

ネットで利用できる環境を整備する。 

４－①子どもの読書を促進するため、ボランティア養成講座を開催し、市内各施設で活躍する読 
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み聞かせボランティアを育成・派遣する。 

②子どもに良い読書環境を提供するため、質の高い絵本などを収集し、おはなし会などの定 

期的な開催、妊娠期に胎児へ読み聞かせを行うマタニティブック事業、３か月健診時に絵

本を通して親子のふれあう時間の楽しさや大切さを伝えるためブックスタート事業等を実

施する。 

 

【主要事業予算額】 

(歳出) 

名   称 内   容 金 額 (千円) 

図書館資料購入事業 

（継続事業） 

市民の多様なニーズに応えるため、図書等図

書館資料を購入する。 
１５，０００ 

 
２ 年間事業 

（１）一般書、児童書、地域資料、視聴覚資料の収集 

（２）図書館資料の所蔵チェック（特別館内整理期間：１０月２１日～１１月１日） 

（３）読書奨励事業 

（４）夏休みこども図書館員（小学生高学年対象）     

（５）職場体験学習（中学２年生対象）          

（６）図書館施設見学（小学２、３年生対象）         

（７）インターネットによる蔵書検索と予約サービス 

（８）ギャラリー（旧展示室）の運営 

（９）読み聞かせボランティア（おはなし隊）の派遣 

    市内各施設との連携を図りながら、地域での読み聞かせ活動を通して、子どもや高齢者

の読書活動の推進を図る。 

（１０）ブックスタート事業（子育て支援課との連携事業） 

３か月児健診受診者を対象に、絵本を通して親子のふれあいの時間の楽しさや大切さを

伝えながら、子育てを支援する。（連携内容：資料の配布、読み聞かせ） 

（１１）マタニティブック事業（子育て支援課との連携事業） 

妊婦及びマタニティ期の家族を対象として、絵本の読み聞かせ体験を通じて、親子の絆

を深めてもらうきっかけを作る。（連携内容：資料の配布、読み聞かせ） 

（１２）図書館協議会の開催（年２回） 

（１３）ボランティア養成講座の開催（読み聞かせ、図書修理） 

（１４）利用促進事業（おすすめ本、今月の本棚、行事関連特設コーナー設置） 
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３ 催事 

（１）定例行事（毎月） 

・映画会      （第２または４土曜日 年１５回／視聴覚室） 

・音楽を楽しむ会  （第２土曜日／視聴覚室） 

・おはなし会    （第１・３火曜日、第１・３日曜日、第２・４木曜日／視聴覚室） 

・おもちゃ病院   （第２日曜日） 

（２）おはなし会（不定期） 絵本で脳活 シルバーエイジのおはなし会 

              ＳⅮＧs食育のおはなし会 

              かがくのおはなし会 

              おはなしふわりのおはなし会 など 

（３）季節のおはなし会   わくわく!!春のおはなし会（こども読書の日） 

              わくわく!!夏のおはなし会 

              わくわく!!秋のおはなし会（秋の読書週間） 

              クリスマス会 

（４）ウクレレと歌おう！ 

（５）手作り絵本講座 

（６）夏休みプログラミング講座 

（７）夏休み工作教室 

（８）読んでビンゴ 

（９）除籍本配布会 

（１０）クイズでぜいきん！ 

（１１）図書館フェアの開催（秋の読書週間） 

   ・スタンプラリー 

・クロスワードパズル 

   ・読書講演会 

   ・文学講座 

・はじめての朗読講座 

・秋の朗読会 

   ・わたしの本棚 

   ・図書館フェア特別展 

・マナーアップキャンペーン 

・図書館ナイトツアー 

（１２）シークレットブック（春・秋） 

（１３）図書館ボードゲーム部 

（１４）ＨＡＰＰＹよみくじ 

（１５）マネ活講座 
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４ 図書館の施設利用 

 （１）本館  

  ・開館時間    午前９時～午後５時  木曜日は午後７時まで開館延長 

          ７月８月のみ午後６時まで開館延長（木曜日は午後７時まで） 

  ・休 館 日   月曜日（祝日と重なった場合は翌日） 

館内整理日（月末平日、１月５日）   

          年末年始  １２月２９日～１月３日 

          特別整理期間（毎年１回１５日以内） 

          その他教育委員会が、特に必要と認めた日 

 （２）南部公民館図書室 

  ・開室時間   午前９時～午後９時 

  ・休 室 日   月曜日（祝日と重なった場合は翌日） 

          年末年始（１２月２９日～１月３日） 

          その他教育委員会が、特に必要と認めた日 
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５　令和７年度利用状況のまとめ

(1)資料総数 単位：冊

本　館 南部公民館 計

一般書 166,093 5,213 171,306

児童書(*1) 89,802 8,807 98,609

雑　誌 4,980 499 5,479

その他(*2) 5,279 1 5,280

計 266,154 14,520 280,674

(*1)マンガ、紙芝居含む

(*2)視聴覚資料、複製絵画

(2)貸出数 単位：冊

本　館 南部公民館 計

一般書 185,218 19,368 204,586

児童書(*1) 195,998 22,772 218,770

雑　誌 14,568 1,273 15,841

その他(*2) 3,726 39 3,765

計 399,510 43,452 442,962

(3)入館者数 単位：人

本館 (*3) 南部公民館 計

155,728 18,800 174,528

(*3)うち夜間：3,654人

(4)予約等 単位：件

予約 (*4) 20,714 (*4)うちWEB予約：17,702件

リクエスト 708

(5)登録者 単位：人

市　内 24,623 (市内在住、在勤、在学者)

広域利用者 5,462 内　訳

緑区 4,916

大府市 164

日進市 82

東郷町 300

計 30,085
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６　図書館活動指標

１. 67,768 人 67,696 人

２. 16,792 千円 14,647 千円

図書購入費

人口

４. 128,511 千円 128,562 千円

図書館総経費

人口

６. 9,149 冊 7,639 冊

７. 269,850 冊 275,394 冊

蔵書冊数

人口

９. 433,182 冊 439,197 冊

貸出冊数

開館日数 289

貸出冊数

登録者数(市外含む) 30,085

登録者数(市外除く) 23,965

人口 ×100

貸出冊数

蔵書冊数

図書館総経費

貸出冊数

人 口

図 書 購 入 費
（一般書・児童書・紙芝居 ）

 
※ＡＶ資料除く

図 書 館 総 経 費 （人件費含む）

冊

293

登録者１人当たりの
貸 出 冊 数

円

1.6 回

％

1.6 回

297 円１４.

登 録 率

14.6

35.4

1,519

蔵 書 回 転 率１３.

１１.

１２.

１０.

貸 出 コ ス ト

１ 日 平 均 貸 出 冊 数

15.2 冊

33.8 ％

        各　種　指　数　・　指　標

８.

７年度

216 円

1,899 円

３.

５.

蔵 書 冊 数

（一般・児童・紙芝居）

冊
市 民 １ 人 当 た り の
蔵 書 冊 数

（一般・児童・雑誌
・紙芝居・マンガ）

冊

市 民 １ 人 当 た り の
図 書 購 入 費

4.1

個人年間総貸出冊数
（一般・児童・雑誌
・紙芝居・マンガ）

図 書 購 入 冊 数

市 民 １ 人 当 た り の
図 書 館 総 経 費

4.0 冊

1,504 冊

６年度

248 円

1,896 円
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